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柏 市 長    

 

はじめに  

「 こどもまんなか社 会 」 の実 現 に向 けて  

 こどもたちは未 来 を担 うかけがえのない存 在 です。一 人 ひとりが夢 や希

望 を持 ち、自 分 らしく成 長 し、安 心 して暮 らすことができる社 会 を実 現 す

ることは、私 たちの責 務 です。  

 

 近 年 、こども、若 者 、子 育 て当 事 者 を取 り巻 く環 境 は大 きく変 化 してお

り、多 様 化 ・ 複 雑 化 する 課 題 に 的 確 に対 応 していくこと が 求 め られてお

ります。  

 そのような中 、国 では「 こども基 本 法 」 の施 行 や「 こども大 綱 」 の策 定 を

契 機 と し て 、 こ ど も や 若 者 等 を 社 会 の 中 心 に 据 え た 「 こ ど も ま ん なか 社

会 」 の実 現 に向 けた取 組 が進 められております。  

 

 柏 市 においても、これまでも 様 々な分 野 において、こども・ 子 育 て施 策

を推 進 してまいりましたが、これからは「 柏 市 こども若 者 計 画 」 の策 定 を

契 機 に、従 来 の施 策 に加 え、教 育 、福 祉 、保 健 等 、分 野 横 断 的 な取 組 を

一 層 進 め、若 者 を含 めたこども・ 若 者 施 策 について総 合 的 に推 進 してま

いります。  

 

 本 計 画 は、本 市 のこども・ 若 者 施 策 を総 合 的 かつ計 画 的 に推 進 するた

めの計 画 です。こども、若 者 、子 育 て当 事 者 の視 点 に立 ち、こどもの最 善

の利 益 を最 優 先 に 考 え、一 人 ひとりの思 いや希 望 を尊 重 し、すべてのこ

ど も が 権 利 を 保 障 さ れ な が ら 、 幸 せ に 暮 ら し 、 健 や か に 成 長 で き る よ う

「 こどもまんなか社 会 」 の実 現 を目 指 してまいります。  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 

 令 和 ６ 年 （ ２ ０ ２ ４ 年 ） に生 まれたこどもの数 は６ ８ 万 ６ １ ７ ３ 人 となり、

統 計 開 始 の明 治 ３ ２ 年 （ １ ８ ９ ９ 年 ） 以 来 、最 少 となりました。こうした

少 子 化 ・ 人 口 減 少 に歯 止 めをかけなければ、我 が国 の経 済 ・ 社 会 システ

ムを維 持 することは難 しくなります。  

 国 では、令 和 ５ 年 （ ２ ０ ２ ３ 年 ） １ ２ 月 ２ ２ 日 に「 こども大 綱 」 を閣 議 決

定 し、こども・ 若 者 が権 利 の主 体 として、誰 一 人 取 り残 すことなく、その

健 や か な 成 長 を 社 会 全 体 で 支 援 す る 「 こ ど もま ん なか 社 会 」 の 実 現 を

目 指 すこととしました。  

 また、千 葉 県 では令 和 ７ 年 （ ２ ０ ２ ５ 年 ） ３ 月 に「 千 葉 県 こども・ 若 者

み ら いプ ラ ン 」 が 策 定 さ れ 、 本 市 に お い て も、 令 和 ７ 年 （ ２ ０ ２ ５ 年 ） ３

月 に策 定 された「 柏 市 第 六 次 総 合 計 画 」 において、「 子 どもからお年 寄

りまで、多 様 な人 々がつながるコミュニティと様 々な居 場 所 がうまれるこ

とで 、 柏 に 住 み、 働 き、 学 び 、 憩 い、 遊 びに 来 る 誰 も が、 健 や かに 育 ち 、

安 心 して過 ごし、年 齢 を重 ねていくことができるまち」 を目 指 すこととし

ています。  

 

 

 本 計 画 の策 定 にあたり、こども・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 を取 り巻 く現

状 を改 めて捉 えなおし、こども基 本 法 の理 念 に基 づき、きめ細 かい支 援

をより一 層 進 めて いくことが「 こども まんなか 社 会 」 の 実 現 に 向 けて 不

可 欠 であることを確 認 しました。  

 これを踏 まえ、国 のこども大 綱 や千 葉 県 こども・ 若 者 みらいプランを勘

案 し、 柏 市 が 目 指 すべき目 標 や 方 向 性 などを 定 め、こど も 施 策 を 総 合

的 かつ計 画 的 に推 進 するため、本 市 における共 通 の基 盤 となる新 たな

計 画 として「 柏 市 こども若 者 計 画 」 を策 定 します。  

策  定  の  背  景  １  

策  定  の  目  的  ２  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 

  本 計 画 は、こども基 本 法 第 １ ０ 条 に基 づく、市 町 村 こども計 画 として

位 置 付 ける計 画 です。  

 また 、 「 柏 市 第 六 次 総 合 計 画 」 の う ち、 主 に こ ども ・ 若 者 及 び 子 育 て

当 事 者 を 対 象 と す る 取 組 に 関 す る 部 分 の 部 門 計 画 と し て 位 置 付 ける

とともに、こども・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 に関 わる分 野 において本 市 が

策 定 ・ 推 進 している関 連 計 画 との連 携 ・ 整 合 を図 り、分 野 横 断 で施 策

を推 進 するための共 通 の基 盤 とします。  

 なお、本 計 画 は、「 柏 市 子 ども・ 子 育 て支 援 事 業 計 画 」 、「 柏 市 こども

の 貧 困 対 策 推 進 計 画 」 、 「 柏 市 ひ と り 親 家 庭 等 自 立 促 進 計 画 」 及 び

「 柏 市 母 子 保 健 事 業 に関 する基 本 方 針 」 を包 含 するものです。加 えて、

「 少 子 化 社 会 対 策 基 本 法 に 基 づく 施 策 」 、 「 子 ども ・ 若 者 育 成 支 援 推

進 法 に基 づく施 策 」 について、その趣 旨 と内 容 を踏 まえた構 成 としてい

ます。  

  

計  画  の  位  置  付  け  ３  



 

4 

 

 計 画 の 概 要  第 1 章  

 

 本 計 画 は、令 和 ８ 年 度 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ） から令 和 １ １ 年 度 （ ２ ０ ２ ９ 年

度 ） の４ 年 間 を一 期 とした計 画 期 間 とします。  

 なお、社 会 ・ 経 済 情 勢 の変 化 やこども・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 を取 り

巻 く 状 況 の 変 化 な どに 合 わ せ 、 計 画 期 間 内 で あ っ て も 、 必 要 に 応 じ て

計 画 内 容 の見 直 しを行 います。  

 

 

 それぞれのこども・ 若 者 の状 況 に応 じて必 要 な支 援 が、成 年 年 齢 であ

る１ ８ 歳 、２ ０ 歳 等 といった特 定 の年 齢 で途 切 れることなく、社 会 全 体

で切 れ目 なく支 えることを目 的 に、全 てのこども・ 若 者 及 び子 育 て当 事

者 とします。  

 

※「 子 育 て 当 事 者 」 に は、 教 育 者 や 福 祉 関 係 者 も 含 ま れます。  
※こども 基 本 法 （ 一 部 抜 粋 ）  

 （ 定 義 ）  
 第 二 条  こ の 法 律 に おいて「 こども 」 と は、 心 身 の 発 達 の 過 程 に ある 者 をいう。  

 

  

計  画  期  間  ４  

計  画  の  対  象  ５  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 令 和 ３ 年 （ ２ ０ ２ １ 年 ） １ ２ 月 ２ １ 日 に「 こども政 策 の新 たな推 進 体 制

に関 する基 本 方 針 ～ こどもまんなか社 会 を目 指 すこども家 庭 庁 の創 設

～ 」 が閣 議 決 定 さ れ、「 常 にこどもの最 善 の利 益 を第 一 に考 え、こども

に関 する取 組 ・ 政 策 を我 が国 社 会 の真 ん中 に据 えて、こどもの視 点 で、

こどもを取 り巻 くあらゆる環 境 を視 野 に入 れ、こどもの 権 利 を保 障 し、

こどもを誰 一 人 取 り残 さず、健 やかな成 長 を社 会 全 体 で後 押 しする。」

このような「 こどもまんなか社 会 」 を目 指 すための新 たな司 令 塔 として、

こども家 庭 庁 が創 設 されました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもま んなか 社 会 の 実 現 に 向 けて、こども 家 庭 庁 が 関 連 する 活 動 を実 施 する

際 などに、こども まん なか アクシ ョン の 趣 旨 への 賛 同 意 思 を表 明 す るために 用 意

するマーク  

（ 出 典 ） こ ども 家 庭 庁 「 こどもま んなかマー ク」  

 

  

こども基 本 法 等 のこども施 策 の動 向  ６  

こども家 庭 庁 の創 設  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 平 成 元 年 （ 1989 年 ） に国 際 連 合 において採 択 され、平 成 ６ 年

（ 1994 年 ） に日 本 も批 准 しました。児 童 の権 利 に関 する条 約 （ 子 ども

の権 利 条 約 ） は、こどもの基 本 的 人 権 を国 際 的 に保 障 するために定 め

られており、現 在 では、日 本 を含 めた世 界 196 の国 ・ 地 域 が締 約 して

いる世 界 的 な条 約 です。  

 

 

  

児 童 の権 利 に関 する条 約 （ 子 どもの権 利 条 約 ）  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 こども基 本 法 は、日 本 国 憲 法 および児 童 の権 利 に関 する条 約 の精 神

にの っと り、 全 て の こど もが 、 将 来 に わ たっ て 幸 福 な 生 活 を 送 るこ と が

できる社 会 の 実 現 を目 指 し、こども政 策 を総 合 的 に 推 進 することを目

的 としています。  

 国 や 都 道 府 県 、 市 区 町 村 は 、 こ ど も 基 本 法 の 内 容 に そ っ て 、  こ ど も

施 策 を行 っていきます。  

 

 

こども基 本 法  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 こども基 本 法 第 ３ 条 では、こども施 策 の基 本 理 念 として以 下 の６ 点 が

規 定 されています。  

（ 出 典 ） こ ども 家 庭 庁 「 こども 基 本 法 」 より 引 用  

  

こども基 本 法 の基 本 理 念  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 こども大 綱 は「 こども基 本 法 」 に基 づく大 綱 で、幅 広 いこども政 策 に

関 する基 本 的 な方 針 を定 めることを目 的 に策 定 されました。  

 この大 綱 を基 に、こども・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 をまんなかに据 えた

取 組 をおこなっていくものです。  

 こ ど も 大 綱 で は 、 全 て の こ ど も ・ 若 者 及 び 子 育 て 当 事 者 が 心 身 の 状

況 や 置 かれた 環 境 に関 係 なく 健 や か に成 長 し、 将 来 に わたり 幸 せに 生

活 ができる「 こどもまんなか社 会 」 の実 現 を目 指 します。  

 「 こ ど も ま ん な か 社 会 」 を 実 現 す る た め に は、 全 て の ラ イ フ ステ ー ジ で

共 通 する課 題 や、特 定 のライフステージに応 じた課 題 や、子 育 て当 事 者

の支 援 を念 頭 においた施 策 が重 要 です。  

 

 

 

こども大 綱  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 

（ 参 考 ） こ ども 家 庭 庁 「 こども 施 策 に 関 する 重 要 事 項 」 より 一 部 抜 粋  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 こども・ 若 者 が過 ごす場 所 、時 間 、人 との関 係 性 全 てが、こども・ 若 者

にとっての居 場 所 になり得 る。すなわち居 場 所 とは、物 理 的 な「 場 」 だけ

でなく、遊 びや体 験 活 動 、オンライン空 間 といった多 様 な形 態 をとり得

るものです。  

 こうした多 様 な場 がこどもの居 場 所 になるかどうかは、一 義 的 には、こ

ども ・ 若 者 本 人 が そこを 居 場 所 と 感 じるか どう かによ っ てい ま す。その

意 味 で、居 場 所 とは主 観 的 側 面 を含 んだ概 念 です。  

 したがって、その場 や対 象 を居 場 所 と感 じるかどうかは、こども・ 若 者

本 人 が決 めることであり、そこに 行 くかどうか、どう 過 ごすか、その 場 を

どのようにしていきたいかなど、こども・ 若 者 が自 ら決 め、行 動 する姿 勢

など、こども・ 若 者 の主 体 性 を大 切 にすることが求 められます。  

 

 

（ 出 典 ） こ ども 家 庭 庁 「 こども 大 綱 」 参 考 資 料 引 用  

 

こどもの居 場 所 づくりに関 する指 針  

こ ど も の 居 場 所 づ く り を 進 め る に 当 た っ て の 基 本 的 な 視 点  
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 計 画 の 概 要  第 1 章  

 幼 児 期 までのこどもの育 ちに係 る基 本 的 なビジョンの目 的 は、全 ての

こどもの 誕 生 前 か ら 幼 児 期 ま での 「 はじめ の １ ０ ０ か 月 」 から 生 涯 にわ

た る ウ ェ ル ビ ー イ ン グ 向 上 を 図 る こ と で あ り 、 こ ど も 基 本 法 の 目 的 ・ 理

念 にのっとり、多 様 なこどもの心 身 の状 況 や、置 かれている環 境 等 に十

分 に 配 慮 しつつ、ひ としく、それぞれのこどもにとって「 こ どもの 誕 生 前

から幼 児 期 までの育 ち」 を通 じて切 れ目 なく、こどもの 周 囲 の環 境 （ 社

会 ） を捉 えながら、その心 身 の健 やかな育 ちを保 障 する観 点 で定 めるも

のです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 出 典 ） こ ども 家 庭 庁 「 幼 児 期 ま でのこ ども の 育 ちに 係 る 基 本 的 なビ ジョン」 引 用   

幼 児 期 までのこどもの育 ちに係 る基 本 的 なビジョン  

(はじめの１ ０ ０ か月 の育 ちビジョン)  



 

 

 

 

  

第２章  

本  市  を 取  り  巻  く  現  状  と  課  題  
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 

 柏 市 の総 人 口 は 、令 和 １ ７ 年 （ ２ ０ ３ ５ 年 ） の４ ４ 万 ５ ５ ３ ０ 人 をピー

クに減 少 局 面 に入 り、令 和 22 年 （ ２ ０ ４ ０ 年 ） 以 降 、減 少 数 は増 加 す

る見 込 みです。  

 老 年 人 口 は増 加 を続 け、令 和 ２ ７ 年 （ ２ ０ ４ ５ 年 ） には約 ３ 人 に１ 人 が

６ ５ 歳 以 上 となります。生 産 年 齢 人 口 及 び年 少 人 口 は令 和 １ ２ 年 （ ２ ０

３ ０ 年 ） 頃 をピークに減 少 局 面 に入 りますが、計 画 期 間 内 では急 激 には

減 少 せず、横 ばいとなることが見 込 まれます。  

 

【 図 表 １ 】 年 齢 ３ 区 分 別 将 来 推 計 人 口  

 
 

（ 出 典 ） 柏 市 の 将 来 人 口 推 計 報 告 書 （ 令 和 ５ 年 （ ２ ０ ２ ３ 年 ） 推 計 ）  

 

  

53,343 53,572 52,669 51,469 50,425 48,978 46,784 44,291 41,520 38,723 36,120 

63,850 64,034 62,217 61,974 60,619 58,511 56,766 55,828 54,406 52,038 49,208 

197,280 205,093 210,133 207,414 
198,634 

192,425 
186,544 

180,145 
173,662 

165,668 
158,158 

111,994 
116,969 119,956 124,673 134,792 141,580 

145,476 
146,279 

144,300 
141,700 

137,567 

426,467 
439,668 444,975 445,530 444,470 441,494 435,570 426,543 
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 

 柏 市 の婚 姻 件 数 及 び婚 姻 率 は減 少 傾 向 にあります。令 和 ６ 年 （ ２ ０ ２

４ 年 ） の婚 姻 件 数 は１ ６ ３ ８ 件 、人 口 １ ０ ０ ０ 人 当 たりの婚 姻 件 数 であ

る婚 姻 率 は３ ． ９ となっています。  

 

【 図 表 ２ 】 婚 姻 件 数 及 び婚 姻 率 の推 移  

 
 

（ 出 典 ） 千 葉 県 衛 生 統 計 年 報 「 人 口 動 態 統 計 の 概 況 （ 確 定 数 ） 」  

  

結 婚  ２  
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 柏 市 の未 婚 率 は男 女 ともに上 昇 傾 向 にあります。令 和 2 年 （ ２ ０ ２ ０

年 ） の男 性 は 30 代 では約 3 人 に 1 人 （ 35.1％ ） 、女 性 は 30 代 では

約 4 人 に 1 人 （ 26.0％ ） が未 婚 となっています。  

 

【 図 表 ３ 】 未 婚 率 の推 移 （ 男 女 ・ 年 齢 別 ）  

 

 

 

 

（ 出 典 ） 総 務 省 「 国 勢 調 査 」   
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 

 柏 市 の出 生 数 及 び合 計 特 殊 出 生 率 は、減 少 傾 向 となっています。 令

和 ６ 年 （ ２ ０ ２ ４ 年 ） の出 生 数 は２ ６ ４ ８ 人 、合 計 特 殊 出 生 率 は１ ． １ ３

です。  

 

【 図 表 ４ 】 出 生 数 及 び合 計 特 殊 出 生 率 の推 移  

 

（ 出 典 ） 千 葉 県 衛 生 統 計 年 報 「 人 口 動 態 統 計 の 概 況 （ 確 定 数 ） 」  

 

 

 

 

 

 

 

※ 合 計 特 殊 出 生 率 と は、「 15 ～ 49 歳 までの 女 性 の 年 齢 別 出 生 率 を合 計 し たも の」

で、 一 人 の 女 性 がその 年 齢 別 出 生 率 で一 生 の 間 に 生 むとしたときの 子 ども の 数 に

相 当 する。  
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 柏 市 における就 学 前 児 童 保 護 者 では、約 2 人 に 1 人 （ 51.8％ ） が、

現 在 よりも多 くのこどもの数 を理 想 としています。  

 

【 図 表 ５ 】 現 在 のこどもの数 と比 較 した理 想 のこどもの数  

 

 

 

 

 

（ 出 典 ） 柏 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 に 関 す る ニ ー ズ 調 査 報 告 書 （ 令 和 ５ 年 度 （ ２ ０ ２ ３ 年 ） ）  

  

48.2% 41.0% 7.6%

3.2%

n=1,697

現在±０人 現在＋１人 現在＋２人 現在＋３人以上
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 

 柏 市 における就 学 前 児 童 保 護 者 の 81.3％ が、子 育 てを楽 しいと感

じています。  

 

【 図 表 ６ 】 子 育 ては楽 しいですか  

 

 

 

 

 

（ 出 典 ） 柏 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 に 関 す る ニ ー ズ 調 査 報 告 書 （ 令 和 ５ 年 度 （ ２ ０ ２ ３ 年 ） ）  

 

 柏 市 における就 学 前 児 童 保 護 者 では、約 2 人 に 1 人 （ 63.5％ ） に子

育 て仲 間 がおり、仲 間 から良 い影 響 を受 けたと感 じています。  

 

【 図 表 ７ 】 親 子 でいっしょに過 ごす子 育 て仲 間 はいますか  

 

 

 

（ 出 典 ） 柏 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 に 関 す る ニ ー ズ 調 査 報 告 書 （ 令 和 ５ 年 度 （ ２ ０ ２ ３ 年 ） ）  

 

【 図 表 ８ 】 子 育 て仲 間 がいて感 じること  

 

 

 

 

 

 

 

（ 出 典 ） 柏 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 に 関 す る ニ ー ズ 調 査 報 告 書 （ 令 和 ５ 年 度 （ ２ ０ ２ ３ 年 ） ）  

人 口 子  育  て  ・  子  育  ち   ４  

25.6% 55.7% 16.3%

2.2%

0.2%

n=1,697

楽しい
楽しいと感じることのほうが多い
楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい
つらいと感じることのほうが多い
つらい

34.4% 29.1% 36.5%n=1,697

数名いる １～２名いる いない

60.4%

54.2%

46.2%

41.2%

32.1%

7.3%

5.1%

1.9%

1.3%

子どもの遊び仲間ができた

悩みを共有できて子育てが楽になった

子育ての情報が得やすくなった

子どもへの関わり方の参考になった

自分の友人ができた

子どものことがわかるようになった

特に自分の子育てには影響しなかった

人間関係がわずらわしくなった

その他
n=1,697
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 

 柏 市 の 核 家 族 世 帯 のうち、 夫 婦 とこ どもから 成 る 世 帯 で最 年 少 のこ

どもが １ ８ 歳 未 満 の 世 帯 では 、 専 業 主 婦 （ 夫 ） 世 帯 の 数 は 減 少 が 続 い

ています。共 働 き世 帯 の数 は増 加 傾 向 にあり、平 成 ２ ７ 年 （ ２ ０ １ ５ 年 ）

以 降 は、専 業 主 婦 （ 夫 ） 世 帯 の数 を上 回 り、令 和 ２ 年 （ ２ ０ ２ ０ 年 ） は１

万 ４ ６ ９ ６ 世 帯 となっています。  

 

【 図 表 ９ 】 共 働 き世 帯 数 及 び専 業 主 婦 （ 夫 ） 世 帯 数 の推 移 ※  

 

 

※ １  共 働 き世 帯 は、 夫 ・ 妻 とも 就 業 者 の 世 帯  

   専 業 主 婦 （ 夫 ） 世 帯 は、 夫 婦 の 一 方 が 就 業 者 ・ もう 一 方 が 非 就 業 者 の 世 帯  

※ 2  令 和 ２ 年 （ ２ ０ ２ ０ 年 ） 度 に お い て 、 共 働 き 世 帯 が 一 時 的 減 少 。 こ れ は コ ロ ナ

禍 に よ る 社 会 活 動 縮 小 が 影 響 と し て 考 え ら れ る た め 、 そ の 読 み 取 り 方 に は 注

意 が 必 要 。  

（ 出 典 ） 総 務 省 「 国 勢 調 査 」  
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（２０2０年)

平成２７年
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 柏 市 の 核 家 族 世 帯 のうち、 夫 婦 とこ どもから 成 る 世 帯 で最 年 少 のこ

ど もが １ ８ 歳 未 満 の 世 帯 に お い て 、 妻 が 就 業 し て い る 世 帯 及 び そ の 割

合 は増 加 が続 いています。令 和 ２ 年 （ ２ ０ ２ ０ 年 ） は１ 万 ８ ４ １ ５ 世 帯 で

６ ６ ． ６ ％ を占 めています。  

 

【 図 表 １ ０ 】 夫 の就 業 状 況 の推 移 ※  

 

※ 妻 の 労 働 力 状 態 が「 不 詳 」 の 世 帯 は 除 く  

（ 出 典 ） 総 務 省 「 国 勢 調 査 」  

【 図 表 １ １ 】 妻 の就 業 状 況 の推 移  

 

※ 夫 の 労 働 力 状 態 が「 不 詳 」 の 世 帯 は 除 く  

（ 出 典 ） 総 務 省 「 国 勢 調 査 」   
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 

 柏 市 の令 和 ２ 年 （ ２ ０ ２ ０ 年 ） における１ ８ 歳 未 満 世 帯 員 のいるひとり

親 世 帯 の数 は、母 子 世 帯 が１ ４ ６ ０ 世 帯 、父 子 世 帯 が１ ７ ４ 世 帯 となっ

ています。  

 

【 図 表 １ ２ 】 母 子 ・ 父 子 世 帯 数 の推 移  

 

 ※ １ ８ 歳 未 満 世 帯 員 のいる 世 帯  

（ 出 典 ） 総 務 省 「 国 勢 調 査 」  
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 柏 市 の離 婚 件 数 及 び離 婚 率 は横 ばい傾 向 にあります。令 和 ６ 年 （ ２ ０

２ ４ 年 ） の離 婚 件 数 は６ ４ ８ 件 、人 口 １ ０ ０ ０ 人 当 たりの離 婚 件 数 であ

る離 婚 率 は１ ． ５ ３ となっています。  

 

【 図 表 １ ３ 】 離 婚 件 数 及 び離 婚 率 の推 移  

 

（ 出 典 ） 千 葉 県 衛 生 統 計 年 報 「 人 口 動 態 統 計 の 概 況 （ 確 定 数 ） 」  
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 深 刻 な 虐 待 事 件 が 全 国 各 地 で 発 生 する 中 、 虐 待 防 止 や 適 切 な 対 応

が喫 緊 の課 題 となっています。対 応 件 数 の増 加 は虐 待 自 体 の増 加 とは

言 いきれませんが、対 応 すべき件 数 は年 々増 加 しています。  

 

【 図 表 １ ４ 】 柏 市 内 における相 談 対 応 件 数 の推 移  

 

（ 出 典 ） 厚 生 労 働 省 「 福 祉 行 政 報 告 例 」  
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 柏 市 の自 殺 者 の 年 齢 構 成 をみると、20 歳 未 満 、20 歳 代 、40 歳

代 及 び  50 歳 代 で 国 及 び 県 の 割 合 より 高 く なっ て いま す。 20 歳 未

満 では柏 市 は高 校 生 及 び大 学 生 が多 くを占 めています。  

 

【 図 表 １ ５ 】 自 殺 者 の年 齢 構 成 （ 平 成 30 年 （ ２ ０ １ ８ 年 ） ～ 令 和 ４ 年

（ ２ ０ ２ ２ 年 ） ）  

 

 

（ 出 典 ） 柏 市 「 第 2 次 柏 市 自 殺 対 策 計 画 」 引 用  
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資料：地域における自殺の基礎資料
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本 市 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  第 ２ 章  

 いじめについては、令 和 ２ 年 度 （ ２ ０ ２ ０ 年 度 ） に一 時 的 に減 少 したも

のの、その後 は増 加 傾 向 となっています。  

 長 期 欠 席 者 及 び不 登 校 は、令 和 元 年 度 （ ２ ０ １ ９ 年 度 ） から令 和 ５ 年

度 （ ２ ０ ２ ３ 年 ） まで増 加 傾 向 にあり、令 和 ６ 年 度 （ ２ ０ ２ ４ 年 度 ） は減

少 に転 じております。  

 

【 図 表 １ ６ 】 いじめ ※ 認 知 件 数 の推 移  

 

※「 いじ め」 とは、 児 童 等 に 対 して、 当 該 児 童 等 が 在 籍 する 学 校 に 在 籍 して いる 等

当 該 児 童 等 と 一 定 の 人 的 関 係 に ある 他 の 児 童 等 が 行 う 心 理 的 又 は 物 理 的 な

影 響 を与 える 行 為 （ イ ンターネット を通 じて 行 われるも のを 含 む。 ） であって、 当 該

行 為 の 対 象 と なった 児 童 等 が 心 身 の 苦 痛 を感 じているも のをいう。  

（ 出 典 ） いじ め 防 止 対 策 推 進 法 第 ２ 条 第 １ 項  
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【 図 表 １ ７ 】 長 期 欠 席 者 ※ 数 の推 移  

 

※ 長 期 欠 席 者 について は、「 児 童 ・ 生 徒 指 導 要 録 」 の「 欠 席 日 数 」 欄 及 び 「 出 席 停

止 ・ 忌 引 き等 の 日 数 」 欄 の 合 計 の 日 数 により 、年 度 間 に 3 0 日 以 上 登 校 し なか

った児 童 生 徒 （ 文 部 科 学 省 「 児 童 生 徒 の 問 題 行 動 ・ 不 登 校 等 生 徒 指 導 上 に 関

する著 課 題 に 関 する 調 査 ー 用 語 の 説 明 」 よ り ）  

（ 出 典 ） 柏 市 資 料  

【 図 表 １ ８ 】 不 登 校 ※数 の推 移  

 

※ 年 度 間 に ３ ０ 日 以 上 欠 席 をして いるうち 、病 気 以 外 の 何 らかの 理 由 で学 校 に 行

けない、 行 かない 選 択 をしている 状 態 のこと。  

（ 出 典 ） 柏 市 資 料   
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 平 成 ３ ０ 年 度 （ ２ ０ １ ８ 年 度 ） から令 和 ４ 年 度 （ ２ ０ ２ ２ 年 度 ） までの５

年 間 で、１ ８ 歳 未 満 の障 がい者 （ 障 がい児 ） 数 は６ ５ ９ 人 増 加 しています。

また、増 加 割 合 をみると、１ ８ 歳 未 満 人 口 が０ ． ３ ％ 増 であるのに対 して、

障 がい児 数 は６ ０ ． ９ ％ 増 と、１ ８ 歳 未 満 人 口 と比 較 して障 がい児 数 の増

加 率 が顕 著 です。  

 

【 図 表 １ ９ 】 １ ８ 歳 未 満 人 口 と障 がい児 数 ※の推 移

 

※ 福 祉 サービス 受 給 者 証 及 び 通 所 受 給 者 証 の 一 方 又 は 両 方 を 所 持 している 児 童

を障 が い 児 として カ ウントしている。  

（ 出 典 ） 「 ノーマライゼ ーション かしわ プラン ２ ０ ２ ４ 」  
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 様 々な調 査 結 果 から、こどもや若 者 の健 やかな成 長 、子 育 てに対 する

負 担 や不 安 の解 消 など、こども施 策 の重 要 性 を再 確 認 しました。  

 また、本 計 画 は、こども基 本 法 に掲 げる基 本 理 念 やこども大 綱 を踏 ま

えつつ策 定 するものです。これらを 基 礎 として、関 係 部 局 との連 携 につ

いても一 層 強 化 し、こども施 策 を社 会 全 体 で総 合 的 かつ着 実 に推 進 し

ていくことを目 的 としています。  

 そのうえで、国 の「 こども大 綱 」 や「 千 葉 県 こども・ 若 者 みらいプラン」

を勘 案 し、どのような施 策 を進 めているのかを体 系 的 に位 置 付 け、９ つ

の基 本 目 標 を設 定 しました。  

 こども・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 が自 らの暮 らしや子 育 ての視 点 から、

行 政 の取 組 を容 易 に把 握 できるようにするとともに、こども・ 若 者 など

の意 見 を聴 き、その声 を反 映 しながら施 策 を進 めることで、施 策 への理

解 と信 頼 を高 めていきたいと考 えています。  

 そして、この計 画 を通 じて、市 がどのような考 えや方 向 性 を持 ってこど

も・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 を応 援 しているのかをわかりやすく発 信 し、

こども施 策 への理 解 を深 め、すべてのこどもや若 者 などが幸 福 に暮 らせ

る“こどもまんなか社 会 ”の実 現 を社 会 全 体 で目 指 します。  

 

 

【 基 本 理 念 】  

誰 一 人 取 り残 さず、すべてのこどもや若 者 などが身

体 的 ・ 精 神 的 ・ 社 会 的 に将 来 にわたって 幸 せな状

態 （ ウェルビーイング（ Well-being） ） で暮 らせる 

“こどもまんなか社 会 ”の実 現  

 

 

 

  

 基  本  理  念  と 施  策  の  方  向  性   １  
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こども・ 若 者 が意 見 を表 明 し、その意 見 が尊 重 され、  

社 会 づくりに反 映 される  
１ － １  

基 本 目 標  ２  

多 様 な遊 びや体 験 を通 じ、今 を幸 せに生 き、  

自 分 らしく成 長 できる場 がある 
１ － ２  

誰 もが等 しく、健 やかな育 ちと健 康 な生 活 を、  

切 れ目 なく享 受 できる体 制 が整 っている 
１ － ３  

置 かれている状 況 にかかわらず、  

こども・ 若 者 が希 望 を持 ち、将 来 の夢 に挑 戦 できる 
１ － ４  

障 がいや病 気 などにかかわらず、個 性 が尊 重 され、  

自 分 らしく活 動 できる 
１ － ５  

児 童 虐 待 など、困 難 を抱 えるこども・ 若 者 などが  

支 援 につながることができる 
１ － ６  

自 殺 や犯 罪 、災 害 から守 られた安 全 な環 境 のもと、  

安 心 して日 々の生 活 を送 ることができる 
１ － ７  

安 心 してこどもを産 み育 てられ、  

こどもと家 庭 が尊 重 される支 援 がある 
２ － １  

地 域 社 会 全 体 が「 こどもまんなか」 の視 点 をもち、  

共 に育 ちを支 え合 う 
２ － ２  

すべてのこども・ 若 者 の育 ちを支 える  

社 会 全 体 で育 ちあう  
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次 ページから、各 基 本 目 標 の具 体 の内 容 を見 開 きで記 載 しています。  

それぞれの項 目 が示 す内 容 は次 のとおりです。  

 

 

 

 

 

 

  

基 本 目 標 の見 方  
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 こ ど も の 教 育 、 養 育 の 場 に お い て こ ども が 自 ら の 権 利 に つ い て 学 び 、 自 ら を

守 る 方 法 や、 困 難 を 抱 える 時 に 助 け を求 め、 回 復 す る 方 法 を学 べ る よう、こ ど

もの 権 利 に 関 する 理 解 促 進 や 人 権 教 育 を推 進 する。  

 困 難 を 抱 えなが らも Ｓ Ｏ Ｓ を 発 信 できて い ない こ ども ・ 若 者 に ア ウト リ ー チす

る た め、 人 権 に 対 す る 理 解 を 深 め 人 権 尊 重 の 意 識 を 高 め る 人 権 啓 発 活 動 を

推 進 する。  

 

 

 

子 ど も が 基 本 的 人 権 の 享 有 主 体 と し て 最 大 限 尊 重 さ れ る 社 会 を 目 指 し て 、

人 権 尊 重 思 想 の 普 及 を図 る ため、 啓 発 を推 進 しま す。  

人 権 教 育 の 大 切 さ を 啓 発 す る と と も に 、 道 徳 教 育 の 推 進 等 に よ り 、 道 徳 性

の 向 上 を図 り ます。  

子 どもや 保 護 者 が 気 軽 に 相 談 できるよう、  専 門 相 談 員 によ る 相 談 など、 相

談 窓 口 の 充 実 を図 り ます。 【 柏 市 人 権 擁 護 指 針 】  

※ その 他 関 連 計 画  

 第 三 次 柏 市 教 育 振 興 計 画  

 

  

 

こども・若者が意見を表明し、 

その意見が尊重され、社会づくりに反映される 

基 本 目 標 1-1  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 

状 
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✓  こどもの 権 利 や、 意 見 聴 取 ・ 反 映 について、 関 係 者 間 で十 分 に 共 有 さ

れておらず、 こども の 権 利 ・ 意 見 表 明 に 関 する 理 解 ・ 周 知 が 十 分 でない

状 況 です。  

✓  さまざ まな 背 景 のこ ども・ 若 者 、 子 育 て 当 事 者 の 意 見 を丁 寧 に 拾 い 上

げる 仕 組 みが 求 められます。  

✓  市 に おいても、こ ども ・ 若 者 の 意 見 聴 取 の 機 会 の 創 出 に 取 り 組 み、 その

反 映 に 努 める ことが 課 題 です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

課 

題 

 

 

「 機 会 が あ れば 言 える し 、 考 える と 思 う が 、 発 言 の 不 得 意 が ある と 思 う 」 （ こ ど

も・ 若 者 ）  

「 ( 相 談 を し す ぎ る と 、 関 係 が 深 ま り す ぎ て ) 自 分 の こ と を 知 ら れ す ぎ る の は

嫌 」 （ こども・ 若 者 ）  

「 意 見 があっても、 参 加 する ことに ハードルがある 子 も いる」 （ こ ども・ 若 者 ）  

みんなの声  

 市の方向性  

◆ こ ど も ・ 若 者 が 権 利 の 主 体 で あ る こ と に つ い て 、関 係 者 間

で 共 有 し 、 こ ど も ・ 若 者 等 が 年 齢 や 立 場 に か か わ ら ず 安 心

し て 意 見 を 表 明 で き る 機 会 を 確 保 す る と と も に 、 そ の 声 を

施策に反映させる仕組みづくりを進めます。  

◆ こ ど も ・ 若 者 が 年 齢 や 発 達 の 段 階 、 置 か れ て い る 状 況 に 応

じ て 、 安 心 し て 意 見 を 表 明 し 、 社 会 に 参 加 で き る 機 会 を 確

保します。  
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  こども家 庭 庁 と  

  こども・ 若 者 意 見 反 映 サポート事 業 として  

  実 施 したワークショップ  

（ 出 典 ） こ ども 家 庭 庁  

      「 こ ども ・ 若 者 の 意 見 の 政 策 反 映 に 向 け た ガイ ド ラ イ ン 」 引 用  

◆ 開 催 日 ◆ 令 和 ８ 年 （ ２ ０ ２ ６ 年 ） 1 月 １ ９ 日 （ 月 ）  

◆ テ ー マ ◆ こども・ 若 者 の声 が聴 かれるまちづくり  

   こども・ 若 者 たちの身 近 な相 談 先 とは  
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※ ワー ク シ ョッ プ で 出 た 意 見 等 、 詳 細 は P 8 5 参 照  

Te T oT e 5 階  

「 中 高 生 の 広 場 」 で 実 施  
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 遊 びや 体 験 活 動 は、 こども ・ 若 者 の 健 やかな 成 長 の 原 点 である。  

 こ ども ・ 若 者 の 全 て の ライ フ ステ ージ に おい て、 年 齢 や 発 達 の 程 度 に 応 じ て、

自 然 体 験 、 職 業 体 験 、 文 化 芸 術 体 験 な ど 多 様 な 体 験 ・ 外 遊 び が で きるよ う 、

地 域 資 源 も 生 かし た 体 験 の 機 会 や 遊 び 場 を創 出 する。  

 こ ども や 子 育 て 当 事 者 の 目 線 に 立 ち 、 こ ど も の ための 近 隣 地 域 の 生 活 空 間

を形 成 する 「 こ どもま ん なかまち づくり 」 を 推 進 する。  

 

 

子 ども 目 線 の 公 園 づく りや子 育 て 世 代 の 憩 え る環 境 づくり を 推 進 す る。  

【 緑 の 基 本 計 画 】 （ 改 定 中 ）  

市 内 外 に あ る 各 機 関 と 連 携 ・ 協 働 し 、 外 国 語 を 体 験 的 に 学 ぶ 機 会 の 充 実

を図 り ます。  【 第 ３ 次 柏 市 教 育 振 興 計 画 】  

芸 術 文 化 は 次 世 代 を 担 う 子 ども たち の 豊 か な感 性 や 創 造 性 を 育 むため、 と

て も 大 切 な も の で す 。 幼 児 や 児 童 生 徒 の 鑑 賞 機 会 や 体 験 機 会 の 充 実 を 図

ります。  【 第 六 次 柏 市 芸 術 文 化 振 興 計 画 】  

※ その 他 関 連 計 画  

 ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョン か し わ プラ ン 2 0 2 4 / 柏 市 立 地 適 正 化 計 画 / 柏 市 生 き も の 多

様 性 プ ラ ン / 柏 市 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 / 第 三 期 柏 市 地 球 温 暖 化 対 策 計 画

（ 改 定 版 ） / 柏 市 子 ど も 読 書 活 動 推 進 計 画 （ 第 四 次 ） / 柏 市 都 市 農 業 振 興 計 画 /

読 書 バ リ ア フリ ー 計 画  

 

  

 

多様な遊びや体験を通じ、今を幸せに生き、 

自分らしく成長できる場がある 

基 本 目 標 1-２  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 

状 
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✓  柏 市 では、 児 童 センタ ーや公 園 、 図 書 館 、 学 校 、 地 域 活 動 など、こ ども・

若 者 の 遊 びや 体 験 の 場 が 整 備 されています が、 年 齢 や 発 達 の 段 階 、家

庭 環 境 、 障 がいの 有 無 、居 住 地 域 等 によって 、利 用 しやす い 場 や 参 加

できる 機 会 に 差 が 生 じ ることが 課 題 です。  

✓  未 就 学 児 ・ 小 学 生 期 を中 心 とした 場 は 比 較 的 見 えやすい 一 方 で、 中

高 生 や 若 者 が 気 軽 に 立 ち 寄 り、 過 ごし、 挑 戦 できる 居 場 所 は 不 足 して

います。 加 えて、こども ・ 若 者 が 利 用 者 に とどまらず、 企 画 や 運 営 に 関

わる 機 会 も 限 られてい ます。  

✓  経 済 状 況 や 家 庭 環 境 、障 がいの 有 無 などに より 体 験 活 動 への 参 加 に

格 差 が 生 じ ないよう、 必 要 な支 援 や 環 境 整 備 が 求 められます。  

✓  身 近 な 地 域 において、 年 齢 や 興 味 関 心 に 応 じた多 様 な遊 びや 体 験 の

機 会 や、 安 心 して 過 ご せる場 所 が 十 分 に 確 保 されていません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

課 

題 

 

 

「 生 きる 力 をはぐく むために、 遊 びは 重 要 で ある」 （ 子 育 て 当 事 者 ）  

「 身 近 に こ ども が 安 全 、 安 心 に 遊 ぶ こ と が で きる 場 所 を 用 意 す る こ と が 必 要 」

（ こども・ 若 者 ）  

 

（ 参 考 ） あなたにとって 「 居 場 所 」 に 必 要 だと 思 う 要 素 は 何 です か  

回 答 上 位  16 ～ 18 歳  19 歳 ～ 2 9 歳  

１  一 人 で静 かに 過 ごせる  一 人 で静 かに 過 ごせる  

２  友 達 と おしゃべり ができる  友 達 と おしゃべり ができる  

３  遊 べる・ 運 動 が できる  安 全 ・ 安 心 に 相 談 できる  

※ 詳 細 は P ９ ８  Q ２ １ 参 照  

みんなの声  

 市の方向性  

◆  年齢や発達の段 階、障がいの有 無、家庭環境、 地域差 等に

かかわらず、す べてのこども・ 若者が多様な遊 びや体験に

参加できるよう、機会確保と情報提供の充実を図ります。  

◆  こども・若者が 自ら選び、関わ り、挑戦できる 場を広げる

ことで、今を幸 せに生きながら 、自己肯定感や 社会性を育

み、自分らしく成長できる環境づくりを進めます。  
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柏 ふるさと公 園  「 みんなの遊 び場 」 を設 置  

 障 がいのある子 もない子 も一 緒 に遊 ぶ機 会 やお互 いを思 いやる心

を育 む「 みんなの遊 び場 」 を令 和 ５ 年 度 （ ２ ０ ２ ３ 年 ） にオープン！  

 整 備 にあたっては、こどもから大 人 まで、様 々な方 へのヒアリングや

アンケートを実 施 し、検 討 を行 いました。また、利 用 促 進 や認 知 向 上

を図 るため、「 みんなの遊 び場 」 の在 り方 を模 索 する取 組 として、柏

市 社 会 福 祉 協 議 会 と連 携 したイベント「 インクルーシブ DAY～ 障 が

いのある子 もない子 も一 緒 に遊 ぼう～ 」 も行 いました。  

ターザンロープ  

 ハ ー ネ ス 付 き シ ー ト に よ り 、 体 幹 の 弱

い こ ど も も 楽 し め る タ ー ザ ン ロ ー プ と な

って い ま す 。 奥 が 土 手 に なって おり 、 そこ

か ら 手 前 の 青 丸 の 位 置 ま で レ ー ル ウ ェ

イ で 滑 り 降 り る こ とが で きます 。  

シーソー  

 幅 が 広 く 、 介 助 者 や 他 の こ ど も た ち と

一 緒 に 乗 っ て 遊 ぶ こ とが でき ま す 。  

ス プリ ン グ シ ー ソ ー なの で 1 人 で も 遊 べ

ま す 。  
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バスケットゴールのある公 園  

・ みどり台 公 園  

・ 名 戸 ヶ谷 第 六 公 園  

・ 松 葉 第 二 近 隣 公 園  

・ エリカ公 園  

・ 高 田 緑 地  

スケボー広 場  

・ 大 堀 川 防 災 レクリエーション公 園  

 

バーベキューのできる公 園  
(いずれも有 料 )  

・ 増 尾 城 址 総 合 公 園  

・ あけぼの山 農 業 公 園 (指 定 管 理 者 )  

・ 手 賀 の丘 公 園 (民 間 運 営 )  
 ※ R e ca m p し ょ う なん の 管 理 で 宿 泊 あ る い は  

  日 帰 り キ ャ ン プ ご 利 用 の 方 に 限 る  
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 「 健 や か 親 子 ２ １ 」 の 取 組 に よ り 、 こ ど も の 成 長 や 発 達 に 関 し て 、 子 育 て 当

事 者 で あ る 親 や 身 近 な 養 育 者 が 正 し い 知 識 を 持 つ こ と に 加 え て 、 学 校 や 企

業 等 も 含 めた 社 会 全 体 で 親 や こ ども の 多 様 性 を 尊 重 し 、 見 守 り 、 子 育 てに協

力 していくこ とが できるよう、 理 解 を深 める ための 普 及 啓 発 を促 進 する。  

 ま た 、 慢 性 疾 病 ・ 難 病 を 抱 え る こ ど も ・ 若 者 へ の 支 援 と し て 、 そ の 自 立 を 支

援 する ための 相 談 支 援 や就 労 支 援 等 を 推 進 する。  

 

 

妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 にわたる 切 れ 目 のない 相 談 支 援 体 制 の 充 実 や、母 子

保 健 に 関 する 情 報 の 活 用 を含 めた 関 係 機 関 との 連 携 によ り、 地 域 で安 心 し

た育 児 ができるように 支 援 し ます。 子 育 てに 関 する 情 報 が、 子 育 て 家 庭 はも

とより 子 どもの 関 わり や関 心 のある 方 などに も広 く 伝 わる 情 報 提 供 体 制 を

作 ります。 【 柏 市 母 子 保 健 事 業 に 関 す る基 本 方 針 】  

ライフサポートフ ァイル 等 を活 用 して、 関 係 機 関 間 で情 報 を共 有 し なが ら 一

貫 し た支 援 を提 供 する とともに 、 各 種 相 談 や ペアレント・ プログ ラム の 実 施 に

より、 子 ども の 成 長 に 合 わせた保 護 者 へのサ ポートに 取 り 組 みます。 また、 ２

０ ２ ６ 年 度 に 開 設 予 定 の「 （ 仮 称 ） 柏 市 こども ・ 若 者 相 談 セン ター」 におい

て、ライフステージ に 関 係 なく、あらゆる 相 談 に対 応 できる 体 制 を整 備 しま

す。 【 ノーマラ イゼーショ ン かしわプラ ン 202 4 】  

※ その 他 関 連 計 画  

 第 ２ 次 柏 市 健 康 増 進 計 画 / 第 2 期 柏 市 こ ど も の 貧 困 対 策 推 進 計 画  

 

誰もが等しく、健やかな育ちと健康な生活を、 

切れ目なく享受できる体制が整っている 

基 本 目 標 1-３  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 

状 
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✓  心 身 の 不 調 や 発 達 に 関 する 悩 み、 不 安 、 孤 立 、 生 きづらさなどに つい

て、こども・ 若 者 本 人 や家 庭 が 早 い 段 階 で 相 談 し、 適 切 な支 援 に つな

がる 仕 組 みは、 十 分 に 分 かりやすく 整 理 されているとは 言 えません。 特

に、思 春 期 ・ 青 年 期 に おけるメンタ ルヘルスや 心 のケアに ついては、 支 援

の 内 容 や 相 談 先 が 見 えにくく、年 齢 を重 ねるほど 支 援 との 接 点 が 分 か

りにくくなることが 課 題 です。  

✓  成 長 段 階 や 個 々の 状 況 に 応 じ た保 健 ・ 医 療 サービスについて、 必 要 な

支 援 に つながりにくい こども ・ 若 者 が 生 じないよう、支 援 へのアクセスの

確 保 が 求 められます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

課 

題 

 

 

（ 参 考 ） 心 身 の 健 康 等 に つ い て 相 談 が で き る 場 所 や 支 援 機 関 を 知 っ て い ま

すか（ 詳 細 は P１ ０ ２  Q２ ８ 参 照 ）  

 

みんなの声  

 市の方向性  

◆  こども・ 若者が 心身とも に健や かに成長 できる よう、 成 長

段階に応じた保健・医療・相談支援の充実を図ります。  

◆  心身の不 調や発 達に関す る悩み 、不安、 孤立、 生 きづら さ

等につい て、 早 期に気づ き、安 心して相 談し、 必要な支 援

につなが ること ができる 体制の 強化を進 めると ともに、 関

係 機 関 が 連 携 し 、 こ ど も ・ 若 者 本 人 や 家 庭 の 状 況 に 応 じ

て、切れ目なく支援できる仕組みづくりを進めます。  

◆  こ ど も ・ 若 者 本 人 が 自 分 の 健 康 や 心 の 状 態 に つ い て 理 解

し、必要 なとき に助けを 求めら れるよう 、 分か りやすい 情

報提供や学習機会の充実を図ります。  
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子 ども・ 子 育 て支 援 複 合 施 設  TeToTe（ てとて）  

TeToTe とは…  

 乳 幼 児 から中 高 生 世 代 まで、全 ての

こども ・ 若 者 たち が 成 長 にあわ せて 利

用 で き 、 妊 産 婦 ・ 子 育 て 家 庭 も 利 用

できる総 合 的 な施 設 です。  

柏 駅 前 送 迎 保 育  

ス テ ー シ ョ ン  

乳 幼 児 一 時 預 か り  
(は ぐ は ぐ ポ ケ ッ ト 中 央 )  遊 び の 広 場  

妊 娠 子 育 て  

相 談 窓 口  

中 高 生 の 広 場  本 の 広 場  

駅 前 す こ や か  

プ チ ル ー ム  

発 達 相 談 窓 口  

こ ど も 誰 で も 通 園  

T e T o T e 保 育 ル ー ム  

「 え み わ ん 」  
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 全 て のこ ども・ 若 者 が、 家 庭 の 経 済 状 況 に かかわらず、 質 の 高 い 教 育 を受 け 、

能 力 や 可 能 性 を 最 大 限 に 伸 ばして、そ れぞ れの 夢 に 挑 戦 できるよ うにする。  

貧 困 の 状 況 に あ る こ ど も ・ 若 者 や 子 育 て 当 事 者 が 社 会 的 孤 立 に 陥 る こ と の

な い よ う 、 親 の 妊 娠 ・ 出 産 期 か ら の 相 談 支 援 の 充 実 や 居 場 所 づ く り な ど 、 生

活 の 安 定 に 資 するための 支 援 を進 める。  

 

 

生 活 困 窮 に よ り 、 こ ど も の 発 育 ・ 発 達 及 び 健 康 の 維 持 に 影 響 を 及 ぼ さ な い

よ う 、 親 の 妊 娠 ・ 出 産 期 か ら 子 育 て 期 ま で の 切 れ 目 の な い 支 援 等 、 生 活 の

安 定 に 資 する 支 援 の 充 実 を図 ります。  

ま た 、 社 会 的 に 孤 立 し た 世 帯 に 対 し て 、 相 談 機 能 の 充 実 を 図 る と と も に 、 こ

ども 及 び そ の 保 護 者 の 交 流 の 機 会 等 に つな が る 居 場 所 づ く り の 提 供 に 取 り

組 みます。 【 第 2 期 柏 市 こども の 貧 困 対 策 推 進 計 画 】  

子 ど も た ち 自 身 の 努 力 の 及 ば な い 不 利 な 環 境 に よ り 、 将 来 へ の 道 を 閉 ざ さ

れ る こ と の な い よ う 、 関 係 機 関 と 情 報 共 有 、 連 携 し 、 学 習 支 援 や 貧 困 対 策

を図 り ます。 【 柏 市 人 権 擁 護 指 針 】  

※ そ の 他 関 連 計 画  

 第 ４ 期 柏 市 ひ と り 親 家 庭 等 自 立 促 進 計 画 / 柏 市 駐 輪 場 等 条 例 施 行 規 則 / 柏 市

食 育 推 進 計 画 / 第 ３ 次 柏 市 教 育 振 興 計 画   

 

置かれている状況にかかわらず、 

こども・若者が希望を持ち、将来の夢に挑戦できる 

基 本 目 標 1-４  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 

状 
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✓  家 庭 の 経 済 状 況 や 養 育 環 境 により、こ ども ・ 若 者 の 学 び、 体 験 、 進 路 、

居 場 所 、 人 との つなが りなどの 機 会 が 制 約 されることが あり ます。  

✓  支 援 を 必 要 とする こどもや 家 庭 が、 支 援 制 度 や相 談 窓 口 に 関 する 情

報 を適 切 に 把 握 し、 必 要 な支 援 に つながるこ とができるよう 、 分 かり や

すい 情 報 提 供 や 周 知 を強 化 していくこ とが 求 められます。  

✓  経 済 的 な困 難 を抱 え る家 庭 のこ どもが、 学 習 、 体 験 活 動 、 進 学 等 の 機

会 に 十 分 にアクセス できるよう 、 経 済 的 支 援 や環 境 整 備 の 対 応 が 必 要

です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

課 

題 

 

 

 「 子 育 て 経 験 者 や 専 門 職 と 気 軽 に 交 流 で きる 場 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を つく る 必 要

がある 」 （ こ ども ・ 若 者 ）  

みんなの声  

 市の方向性  

◆  支援制度 や相談 窓口が必 要な家 庭やこど も・ 若 者本人に 確

実に届く よう、 分かりや すい情 報提供の 仕組み づくりを 進

めます。  

◆  困難な状 況にあ るこども が 孤立 すること なく 必 要な支援 に

つながり 、 安心 して学び や成長 を重ね、 将来へ の希望や 夢

に 挑 戦 で き る よ う 、 伴 走 的 な 支 援 の 充 実 や 、 居 場 所 の 提

供、切れ目のない支援体制の強化を図ります。  
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こども・ 若 者 ・ 子 育 て当 事 者 への  

多 様 な居 場 所 づくり  

地 域 子 育 て支 援 拠 点 ( は ぐ は ぐ ひ ろ ば な ど )  
 

 就 学 前 の 乳 幼 児 と 保 護 者 の か た や 妊 娠 中

の か たが 気 軽 に ご 利 用 い ただ け る 施 設 です 。  

 親 子 で 楽 し く 遊 ん だ り 、 ほ か の 親 子 と 交 流 し

て 友 達 を つ く っ た り 、 情 報 交 換 し た り す る こ と

が で き ま す 。 ま た 、 子 育 て に 関 す る お 悩 み 相 談

や 、 子 育 て 情 報 の 提 供 、 子 育 て に 役 立 つ 育 児

講 座 も 実 施 し て い ます 。  

 そ の 他 、 経 済 的 課 題 を 抱 え る 家 庭 の こ ど も た ち を 対 象 に 、 学 習 面 の サ ポ ー ト

や 生 活 習 慣 の 向 上 を 支 援 す る 「 学 習 支 援 」 に 取 り 組 ん で い ま す 。 こ れ ら の 取 組

に よ り 、 将 来 へ の 夢 や 目 標 を 持 て る よ う 、 一 人 ひ と り の 成 長 を 見 守 り 、 こ ど も ・

若 者 な どが 安 心 し て 過 ご せ る 居 場 所 の 創 出 を し て い きます 。  

アフタースクール事 業  
 
 市 内 小 学 校 に お い て 、 放 課 後 等 に プ ロ

グ ラ ム （ 多 種 多 様 な 体 験 活 動 ） や 生 活 の

場 を 提 供 す る こ と で 、 希 望 す る 全 て の 児

童 が 安 全 で 安 心 し て 自 分 ら し く 過 ご す こ

と が で き る 放 課 後 等 の 居 場 所 の 充 実 を

図 り 、 児 童 の 健 全 な 育 成 を 支 援 す る こ と

を目 的 とし た 事 業 です 。  

 令 和 ８ 年 度 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ） か ら 柏 市

立 2 0 の 小 学 校 に おい て 開 始 し 、 令 和 ９

年 度 以 降 柏 市 立 全 て の 小 学 校 へ 展 開

予 定 で す 。  
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中 高 生 の広 場 （ TeToTe５ 階 ）  

【 思 春 期 と居 場 所 の役 割 】  

 中 学 生 ・ 高 校 生 世 代 の 思 春 期 は 、 人 間 関 係 や 進 路 、 自 分 自 身 に つい て 悩 み

や 葛 藤 を 抱 え や す い 揺 ら ぎ の ある 時 期 です 。  

 家 庭 や 学 校 以 外 に も 、 「 何 も し な く て も い い 」 「 その ま まで い ら れる 」 場 所 が あ

る こ とは 、 こ ども たち の 安 心 と 成 長 に つなが り ます 。  

 令 和 ５ 年 に 示 さ れ た 国 の 「 こ ど も の 居 場 所 づ く り に 関 す る 指 針 」 で は 、 こ ど も

の 視 点 に 立 ち 、 声 を 大 切 に し な が ら 主 体 的 に 過 ご せ る 環 境 を 整 え る こ と の 重

要 性 が 示 さ れ て い ま す 。 中 高 生 の 広 場 「 つ な き ち 」 も 、 こ の 考 え 方 を 大 切 に 運

営 し て い ます 。  
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 障 が い の ある こ ども ・ 若 者 、 発 達 に 特 性 の あ るこ ども ・ 若 者 の 地 域 社 会 への

参 加 ・ 包 容 （ イ ン ク ル ー ジ ョ ン ） を 推 進 し 、 そ れ ぞ れ の こ ど も ・ 若 者 の 置 か れ た

環 境 や ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ て 、 一 般 の 子 育 て 支 援 と の 連 続 の 中 で 、 そ の 発

達 や 将 来 の 自 立 、 社 会 参 加 を 支 援 す る 。  医 療 的 ケ ア 児 、 聴 覚 障 害 児 な ど 、

専 門 的 支 援 が 必 要 な こ ど も や 若 者 と そ の 家 族 へ の 対 応 の た め の 地 域 に おけ

る連 携 体 制 を強 化 す る。  

 

 

障 が い 児 や 発 達 支 援 の 必 要 な 児 童 の 早 期 発 見 、 支 援 に つ な ぐ た め 、 幼 児

健 康 診 査 な ど の 母 子 保 健 事 業 を 推 進 し 、 支 援 が 必 要 な 児 童 や 家 族 に つ い

て は 、 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー に 速 や か に つ な ぎ 、 セ ン タ ー が 中 心 と な っ て 関

係 事 業 所 と 共 に 適 切 な 支 援 を 提 供 し ま す 。 地 域 の 医 療 機 関 や 障 害 福 祉 サ

ー ビ ス 事 業 所 を 始 め 、 母 子 保 健 や 児 童 福 祉 、 教 育 等 の 各 分 野 の 連 携 や 協

働 を 図 り 、 各 分 野 の 専 門 性 を 融 合 ・ 共 有 す る と と も に 、 必 要 な 情 報 を 共 有

できる 体 制 を構 築 して いきます。 【 ノーマラ イゼーションかしわプラ ン 202 4】  

日 常 生 活 を 営 むために 恒 常 的 に 医 療 的 ケ ア を受 けるこ とが 不 可 欠 である 児

童 に つ い て 、 集 団 保 育 を 実 施 す る 保 育 園 等 に お い て 、 安 全 に 医 療 的 ケ ア 及

び 集 団 保 育 を実 施 す ることができると 判 断 した児 童 を受 け 入 れま す。  

【 第 三 期 柏 市 子 ども・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 】  

※ そ の 他 関 連 計 画  

  第 ３ 次 柏 市 教 育 振 興 計 画   

 

障がいや病気などにかかわらず、 

個性が尊重され、自分らしく活動できる 

基 本 目 標 1-5  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 

状 
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✓  障 がいや 病 気 の 特 性 に 応 じ た合 理 的 配 慮 や 支 援 が、 教 育 、 地 域 活 動 、

社 会 参 加 の 各 場 面 に おいて 適 切 に 行 き届 く よう、環 境 整 備 や 支 援 体

制 を強 化 して いくこと が 求 められます。  

✓  周 囲 の 理 解 不 足 や 偏 見 により、 こども ・ 若 者 が 自 らの 力 を十 分 に 発 揮

できる 機 会 が 制 限 されることのないよう 、 理 解 促 進 や 意 識 啓 発 が 課 題

です。  

✓  教 育 、 地 域 活 動 、 社 会 参 加 の 各 場 面 において 、成 長 段 階 によって 切 れ

目 なく 提 供 されるよう に、関 係 機 関 の 連 携 が 求 められます。  

✓  当 事 者 からの 声 を聴 く ことが 望 ま れてい ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

課 

題 

 

 

「 特 性 に 合 っ た 対 応 が で き て い る か 、 正 解 が 分 か ら な い 。 本 人 の 言 葉 や 要 求

の 意 味 が 分 か ら ず 悲 し そ う な 顔 を さ れ る と き 本 人 の 将 来 に つ い て の 責 任 を

すべてを 負 っているよ うな 感 覚 が ある 」 （ 子 育 て 当 事 者 ）  

みんなの声  

 市の方向性  

◆  就学、進 学、就 労 といっ た段階 によって 情報や 支援が途 切

れること がない よう、 十 分な支 援体制づ くりと 関係機関 の

連携の強化を図ります。  

◆  障がいや 病気に ついての 社会に おける理 解促進 によって 、

一人ひと りの個 性や特性 が尊重 され、安 心して 自分らし く

学び、活 動し、 社会とつ ながる ことがで きる 環 境づくり を

進めます。  
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児 童 発 達 支 援 センターの取 り組 み  

児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー は 、 地 域 の 障 が い 児 支 援 に おけ る 中 核 的 な 機 関 で す 。  

通 園 施 設 と し て 専 門 知 識 と 技 術 を 用 い た 発 達 支 援 を 提 供 す る ほ か 、 障 が い

児 の 家 族 や 地 域 の 支 援 事 業 者 、 子 育 て 支 援 施 設 （ 認 定 こ ど も 園 ・ 保 育 所 ・ 幼

稚 園 等 ） に 対 し 、 相 談 、 専 門 的 な 助 言 等 の 必 要 な 援 助 を 行 って い ます 。  

柏 市 で は 、 こ ど も 発 達 セ ン タ ー ・ キ ッ ズ ル ー ム 等 の 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー の 登

録 を 受 け た 施 設 が 、 互 い に 連 携 し なが ら 様 々 な 事 業 を 実 施 し て い ま す 。  

（ 出 典 ） こ ども 家 庭 庁 「 地 域 に おけ る 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 等 を 中 核 と

し た 障 害 児 支 援 体 制 整 備 の 手 引 き  概 要 」  

児 童 発 達 支 援 センターとは… 
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 キッズルームひまわり（ 児 童 発 達 支 援 セ ンター） に通 うお子 さんに対

して、 民 間 企 業 と 連 携 し、 令 和 ７ 年 度 （ ２ ０ ２ ５ 年 度 ） にイベ ント を実

施 しました。  

 遊 具 を 使 っ て 、 日 常 生 活 で はな かな か 体 験 で きな い 動 き や 、さ ま ざ

まな感 覚 を刺 激 する「 からだあそび」 を体 験 しました。  

 

 

 

児 童 発 達 支 援 センターにて  

エクスクルーシブイベントを開 催  

開 催 日 :  

 令 和 ７ 年 （ ２ ０ ２ ５ 年 ） 1 1 月 1 9 日 （ 水 ）  

参 加 者 :  

キ ッ ズルー ム ひまわ り （ 児 童 発 達 支 援 セ ン

タ ー ） に 通 う お 子 さ んと 、 そ の 保 護 者  

※ 1 ク ラ ス あ た り 約 3 0 分 × ４ ク ー ル で 実 施  
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 児 童 虐 待 相 談 対 応 件 数 の 増 加 な ど 、 子 育 て に 困 難 を 抱 え る 世 帯 が こ れ ま

で以 上 に 顕 在 化 して きている 状 況 等 を踏 ま え 、 子 育 てに 困 難 を 抱 え る 世 帯 に

対 する 包 括 的 な支 援 体 制 の 強 化 を行 う。  

 社 会 的 養 護 を 必 要 と す る こ ども の 声 に 耳 を 傾 け 、 そ の 意 見 を 尊 重 し た 改 善

に 取 り 組 む。 ま た、 ヤン グ ケ ア ラー の 問 題 は 、 個 人 の 権 利 に 重 大 な 侵 害 が 生 じ

て い るに も かかわ らず、 こ ども 本 人 や 家 族 に 自 覚 が ない 場 合 も あり 、 顕 在 化 し

づ らい こ と から、 福 祉 、 介 護 、 医 療 、 教 育 等 の 関 係 者 が 情 報 共 有 ・ 連 携 し 、 早

期 発 見 ・ 把 握 し 、 こ ど も の 意 向 に 寄 り 添 い な が ら、 必 要 な 支 援 に つ なげて い く 。  

 

 

児 童 虐 待 の 発 生 予 防 ・ 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 の た め 、 関 係 機 関 と の 連 携 の

強 化 や 児 童 相 談 所 の 設 置 に 向 けた取 り 組 みを推 進 しま す。  

【 第 三 期 柏 市 子 ども・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 】  

児 童 虐 待 や ヤ ン グ ケ ア ラ ー な ど 、 家 庭 生 活 に お い て 困 難 を 抱 え て い る 児 童

生 徒 に ついて 、 スクー ルソー シャ ルワ ー カー を 活 用 し 、 確 実 な 報 告 ・ 連 携 を 図

ります。 【 第 ３ 次 柏 市 教 育 振 興 計 画 】  

児 童 養 護 施 設 や 里 親 家 庭 などを離 れた方 の 大 学 や 専 門 学 校 等 へ の 進 学 を

支 援 す る た め 、 月 額 ４ ５ ， ０ ０ ０ 円 を 学 費 や 生 活 費 の 一 部 （ 返 済 不 要 の 奨

学 金 ） として 助 成 しま す。  

【 柏 市 ケア リーバー 等 支 援 給 付 型 奨 学 金 支 給 規 則 】  

 

児童虐待など、困難を抱えるこども・若者などが 

支援につながることができる 

基 本 目 標 1-６  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 

状 
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※ そ の 他 関 連 計 画  

  柏 市 母 子 保 健 事 業 に 関 す る 基 本 方 針 / 柏 市 人 権 擁 護 指 針 / 柏 市 地 域 健 康 福

祉 計 画  

 

 

✓  児 童 虐 待 の 発 生 予 防 、早 期 発 見 、 早 期 対 応 を確 実 に 行 う ため、 母 子

保 健 、 福 祉 、 教 育 、 医 療 等 の 関 係 機 関 が 日 常 的 に 情 報 共 有 し、 切 れ目

なく 支 援 に つなげる 連 携 体 制 を一 層 強 化 し ていくことが 求 められます。  

✓  虐 待 や 家 庭 環 境 の 影 響 を受 け たこ ども ・ 若 者 が、 就 学 の 継 続 や 進 学 、

将 来 の 自 立 に 向 けた支 援 を途 切 れなく 受 け られるよう 、 学 校 と 福 祉 等

の 関 係 機 関 が 連 携 し た継 続 的 な支 援 の 充 実 が 課 題 となってい ま す。  

✓  ヤングケアラー の 問 題 を抱 えて いるこどもについて、 十 分 に 把 握 さ れて

いないこ とが 課 題 です 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

課 

題 

 

 

「 安 心 安 全 なまちづくりが必 要 」 （ こ ども・ 若 者 ）  

 

（ 参 考 ） 家 族 の世 話 や家 事 をしているか(一 般 的 なお手 伝 いは含 まない）  

 
なお、「 している（ 「 していない」 以 外 ） 」 を選 んだ方 のうち、家 族 の世 話 や

家 事 をすることで困 っていることがあるとした回 答 数 は、16 歳 ～ 18 歳 で

18 件 、19 歳 ～ 29 歳 で３ ７ 件 となっている。  
※ 詳 細 は P 1 0 1  Q ２ ６ ・ Q ２ ７ 参 照  

みんなの声  

 市の方向性  

◆  児童虐待 を未然 に防ぎ、 困難を 抱えるこ どもを 早期に発 見

できる体 制の充 実と、こ どもが いつでも 相談で き、安心 し

て必要な支援や保護につながる体制の充実を図ります。  

◆  ヤングケ アラー について 、普及 啓発及び 利用に つながる 相

談窓口等 、安心 して学び 、生活 できるよ う、 福 祉、教育 、

医療等の必要な支援につなげる体制づくりを進めます。  

 
 

 

（ 件 ）  
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（ 仮 称 ） 柏 市 こども・ 若 者 相 談 センター  

（ 仮 称 ） 柏 市 こども・ 若 者 相 談 センターとは…  

「 （ 仮 称 ） 柏 市 こども・ 若 者 相 談 センター」 は、市 内 にお住 いのすべての

こどもや若 者 、子 育 て家 庭 のみなさんが気 軽 に立 ち寄 れる施 設 です。  

【 気 軽 な相 談 と支 援 の場 】  
 施 設 の メ イ ン エ ン ト ラ ン ス 中 央 に は 、 総 合 相 談 窓 口 が あ り 、 こ ど も の 年 齢 に 関

わ ら ず 、 様 々 な 悩 み や 困 り ご とを 気 軽 に 相 談 す る こ とが でき ます 。  

 相 談 に は ワ ン ス ト ッ プ で 専 門 職 が 応 じ 、 こ ど も の 成 長 と と も に 必 要 な 相 談 や

支 援 を 継 続 的 に 受 け る こ とが でき ます 。  

【 あそびと交 流 の場 】  
 セ ン タ ー の 屋 外 に は 、 広 々 と し た グ ラ ウ ン ド や イ ン ク ル ー シ ブ 遊 具 が 設 置 さ れ 、

障 が い の 有 無 に 関 わ ら ず 誰 も が 楽 し むこ とが で き ます 。  

 ま た 、 屋 内 に は 、 カ フ ェ や 子 ど も た ち の 年 齢 に 応 じ た 居 場 所 が あ り 、 子 育 て 中

の 保 護 者 の 方 々 が 集 い 、 交 流 す る 場 に も なり ます 。  

令 和 9 年 （ ２ ０ ２ ７ 年 ） ４ 月 オ ー プ ン 予 定  

（ 児 童 相 談 所 は ２ 月 開 所 予 定 ）  

～ すべてのこどもと若 者 のみらいのために～  
センター内 には市 独 自 の児 童 相 談 所 が併 設 されます。  

柏 市 はこどもたちの出 生 から若 者 の自 立 まで切 れ目 なく、  
ひとり一 人 に寄 り添 った支 援 を提 供 していきます。  
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 Ｓ Ｏ Ｓ の 出 し 方 や 心 の 危 機 に 陥 っ た 友 人 等 か ら の Ｓ Ｏ Ｓ の 受 け 止 め 方 に 関

する教 育 を含 む自 殺 予 防 教 育 などの 体 制 強 化 を図 る。  

 こ ど も ・ 若 者 が 、 犯 罪 、 事 故 、 災 害 等 か ら 自 ら と 他 者 の 安 全 を 守 る こ と が で

きるよう、 安 全 教 育 を推 進 する。  

 

 

犯 罪 等 の 危 険 に 対 す る 子 ども た ち の 意 識 向 上 を 図 る と と も に 、 自 分 の 身 を

守 る た め に 必 要 な 知 識 や 判 断 力 を 身 に 付 け さ せ る た め の 安 全 教 育 の 充 実

を図 り ます。 【 柏 市 人 権 擁 護 指 針 】  

悩 み を 抱 え た 子 ど も が 、 そ の 悩 み を 抱 え 込 ま ず に 相 談 が で き る 「 Ｓ Ｏ Ｓ の 出

し 方 」 に 関 す る 教 育 を 推 進 す る と と も に 、 そ の Ｓ Ｏ Ｓ を 受 け 止 め る 側 で あ る

教 員 及 び 保 護 者 に 向 けて 「 Ｓ Ｏ Ｓ の 受 け 方 」 に つい て 啓 発 を行 い 、 悩 みを 抱

え 込 ま ず に 身 近 な 方 に 話 す こ と が で き る 環 境 を 、 子 ど も 及 び 教 員 並 び に 親

の 双 方 向 から 整 えてい きます。 【 第 ２ 次 柏 市 自 殺 対 策 計 画 】  

ICT 機 器 の 基 本 操 作 や Goog le の 主 要 ツ ールの 操 作 方 法 等 を小 中 学 校

の ９ 年 間 で 体 系 的 に 習 得 す る こ とが できる ように 「 柏 市 情 報 リ テ ラシ ー 育 成

カ リ キ ュ ラ ム 表 」 を 作 成 。 各 校 に お い て 確 実 に 実 施 さ れ る よ う 指 導 ・ 助 言 し

ている。 【 柏 市 学 校 教 育 情 報 化 推 進 計 画 】  

※ そ の 他 関 連 計 画  
  第 三 期 柏 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 / 柏 市 再 犯 防 止 推 進 計 画 / 柏 市 地

域 防 災 計 画 / 第 ３ 次 柏 市 教 育 振 興 計 画  

 

 

自殺や犯罪、災害から守られた安全な環境のもと、 

安心して日々の生活を送ることができる 

基 本 目 標 1-７  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 

状 
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✓  犯 罪 や 災 害 等 の 危 険 からこ ども を 守 る ため、 学 校 、 地 域 、 関 係 機 関 が

連 携 し、 防 災 ・ 安 全 教 育 等 を 通 じて、こ ども 自 身 が 危 険 を察 知 し、 適

切 に 行 動 できる 力 の 育 成 に 取 り 組 ん でいくこ とが 求 められます。  

✓  悩 みや 不 安 等 を抱 える こどもが Ｓ Ｏ Ｓ を出 しや すく、それを 確 実 に 受 け

止 められるよう 、 学 校 や家 庭 、 地 域 に おける 相 談 体 制 や 見 守 りの 仕 組

みを充 実 させ、 安 全 性 の 高 い 環 境 整 備 が 求 められます。  

✓  いじめ、 犯 罪 被 害 、 災 害 、インター ネット 上 の リスク など 多 様 な危 険 から

こども を 守 る ため、 情 報 リ テラシー 教 育 や 人 権 意 識 の 醸 成 を進 め るとと

もに、専 門 職 や 関 係 機 関 が 連 携 し た継 続 的 な支 援 体 制 の 構 築 が 重 要

な課 題 です。  

✓  災 害 時 においても、こ どもが 安 心 して 過 ごし、遊 びや 学 び を通 じて 日 常

を取 り 戻 せる 居 場 所 を 確 保 できるよう、 災 害 時 のこどもの 居 場 所 づ く

りに向 け た体 制 や 仕 組 みの 検 討 が 課 題 です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

課 

題 

 

 

「 学 校 な ど 通 学 し て い る と 、 先 生 か ら も こ ど も の 様 子 な ど を 見 て も ら え る が 、

不 登 校 の こ ど も た ち は 様 子 を 見 る こ と も 出 来 な い の で 心 配 」 （ 子 育 て 当 事

者 ）  

みんなの声  

 市の方向性  

◆  犯罪や災害のリスクからこども・ 若者を守り、地域や関係

機関が連携して安全対策を進めることで、安心して日々の

生活を送ることができる環境づくりを推進します。  

◆  こども・若者が相談しやすい相談窓口の整備や周知などの

情報提供の推進を図ります。  

◆  実際にこどもたちが災害に巻き込まれた際の居場所づくり

について検討を進めます。  



 

60 

 

計 画 の 方 向 性  第 ３ 章  

 

 

 

 

  

 

 

問い合わせ先相談先名称相談内容

電話：04-7167-1119
(第1・第3火曜：10時～15時)

人権身の上相談-
人権侵害、こどもの人権
(こどものいじめ、虐待)
などの相談

電話：04-7167-1254
(平日：10時～12時／13時～16時)

精神保健福祉相談
(保健予防課)

-
こころの健康に関する
相談

電話：043-420-8066
(火曜～日曜：10時～17時）
※来所、オンラインでの面談も実施

ライトハウスちば
(こども若者相談センター)

-
こども・若者に関する
総合相談

電話：04-7165-8707
メール：ainet@kazenomura.jp
(平日：8時30分～17時15分)

※休日時間外も対応 応相談

柏市地域生活支援
センター

-福祉の総合相談

https://www.city.kashiwa.lg.jp/
fukushiseisaku/ziai/050822
.html 【柏市ホームページ】

(24時間365日対応)

悩み相談AIチャット
システム

-

電話：04-7167-1458
(平日：8時30分～17時15分)

家庭児童相談
(こども相談センター)

18歳未満のこども
とその家庭

家族に関する相談

電話：04-7199-3552
(月曜・水曜～金曜・日曜：9時～18時)

児童家庭支援センター
相談室ルッカ

-
子育ての不安、
家族の悩みの相談

LINE：【ID】@259mrurw
(毎日：18時～23時 ※対応時間以外に受け

付けた相談は、対応時間内に返信)
電話：080-7480-7881
(平日：9時～18時)

千葉県ヤングケアラー
総合相談窓口「アトリエ」

-
ヤングケアラーに関する
相談

電話：04-7167-1257
(平日：9時～17時)

妊娠子育て相談窓口
(TeToTe、柏市役所、
ウェルネス柏) ※予約優先

-
乳幼児の発育、健康、
保護者の健康相談

LINE（24時間相談可能。返信は平日の
日中）

※二次元コードまたは柏市ホームページ
から

かしわプレコンまるっと
相談（LINE）

-
プレコンセプションケア
に関する相談

電話：04-7100-1940
(月曜～土曜：9時30分～16時30分)

かしわ地域若者サポート
ステーション ※予約制

15歳～49歳
働くことに関する悩み
相談

電話：04-7131-6671 【面談予約】

04-7131-6615 【電話相談】

(平日：9時15分～15時45分）
教育相談 ※予約制-

不登校、学校教育、
幼児教育に関する相談

電話：04-7166-8181
(平日：13時～19時)

やまびこ電話柏
20歳未満の青少年
とその保護者

青少年に関する相談

電話：04-7164-7571
(平日：9時～17時)

少年相談
(少年補導センター)

-

相談先一覧

心 配 なことや悩 みがある場 合 は、  

各 種 窓 口 へいつでも相 談 してください。  
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 子 育 て 当 事 者 が 、 経 済 的 な不 安 や 孤 立 感 を抱 い たり 、 仕 事 と の 両 立 に 悩 ん

だ り す る こ と な く 、 ま た 、 過 度 な 使 命 感 や 負 担 を 抱 く こ と な く 、 健 康 で 、 自 己

肯 定 感 と ゆ と り を 持 っ て 、 こ ども に 向 き 合 え る よ う に す る こ と が 、 こ ども ・ 若 者

の 健 やかな成 長 のために 重 要 である。  

 夫 婦 が 相 互 に 協 力 し な が ら 子 育 て し 、 そ れ を 職 場 が 応 援 し 、 地 域 社 会 全 体

で支 援 する 社 会 をつく るため、 共 働 き・ 共 育 てを推 進 する。  

 ひ と り 親 家 庭 が 抱 え る 様 々 な 課 題 や 個 別 ニ ー ズ に 対 応 す る た め 、 各 家 庭 の

親 子 そ れ ぞ れ の 状 況 に 応 じ 、 生 活 支 援 、 子 育 て 支 援 、 就 労 支 援 等 が 適 切 に

行 われるよう 取 り 組 む。また、こ どもに 届 く 生 活 ・ 学 習 支 援 を進 める 。  

 

 

教 育 ・ 保 育 施 設 や 地 域 型 保 育 事 業 の 計 画 的 な整 備 及 び 認 定 こ ども 園 への

移 行 を進 めるこ とで、 保 育 需 要 への 対 応 を 図 ります。  

【 第 三 期 柏 市 子 ども・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 】  

公 立 保 育 園 に おいても 、施 設 の 老 朽 化 が 進 む中 で、 各 種 の 改 修 工 事 を計

画 的 に 進 めます。 【 柏 市 保 育 の あり 方 に 関 す る基 本 方 針 】  

支 援 が 必 要 な方 に 届 くように、 就 学 援 助 制 度 の 周 知 に 努 めると と もに、支

給 事 務 を正 確 か つ迅 速 に 行 います。  

就 学 援 助 支 給 世 帯 を 対 象 とした 制 服 リユー ス 事 業 （ 柏 市 制 服 バン ク） を実

施 しま す。 【 第 ３ 次 柏 市 教 育 振 興 計 画 】  

 

安心してこどもを産み育てられ、 

こどもと家庭が尊重される支援がある 

基 本 目 標 ２ -１  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 

状 
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子 育 て のみならず 生 活 面 や 就 労 など、 ひとり 親 家 庭 等 が 抱 える 様 々な悩

み・ 課 題 に 対 して、プライバシーに 留 意 しなが らきめ 細 や かに 対 応 できるよ

う、相 談 支 援 体 制 の 充 実 を図 ります。  

【 第 4 期 柏 市 ひとり 親 家 庭 等 自 立 促 進 計 画 】  

※ そ の 他 関 連 計 画  

  柏 市 駐 輪 場 等 条 例 / 第 ４ 期 柏 市 ひ と り 親 家 庭 等 自 立 促 進 計 画 / 次 世 代 育 成

支 援 対 策 推 進 法 及 び 女 性 活 躍 推 進 法 に 基 づ く 柏 市 特 定 事 業 主 行 動 計 画  

 

 

✓  子 育 てしやす い 社 会 の 実 現 に 向 けて、 保 育 サ ービスや多 様 な子 育 て 支

援 の 充 実 、 育 児 休 業 等 の 制 度 周 知 、 就 労 支 援 の 強 化 等 、 仕 事 と 子 育  

てに関 する 多 様 なライ フスタイルや 家 庭 の 希 望 に 応 じ た 選 択 が できる環  

境 づくりが 課 題 です。  

✓  出 産 、 子 育 て、 教 育 に 係 る 経 済 的 負 担 を軽 減 する ため、 幼 児 教 育 ・ 保

育 の 無 償 化 や 就 学 援 助 、 ひと り 親 家 庭 への 支 援 等 の 制 度 が 必 要 な家

庭 に 確 実 に 届 くよう、 分 かりやすい 情 報 提 供 と 利 用 促 進 が 課 題 です。  

✓  出 産 、 子 育 て、 教 育 に 対 する さま ざま な 不 安 感 を持 つ 子 育 て 当 事 者 が

気 軽 に 相 談 できる 場 に ついて、 情 報 提 供 する など、 プッシュ 型 の 情 報 提

供 が 求 められます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

課 

題 
 

 

「 経 済 的 困 窮 や ひ と り 親 家 庭 は 、 生 計 を 立 て る こ と で 精 一 杯 で 育 児 に 費 や す

時 間 や 精 神 的 余 裕 が ないこと が 多 い と 感 じ る」 （ 子 育 て 当 事 者 ）  

「 男 性 向 け の 子 育 て 指 導 や 育 児 に つ い て の 講 演 会 等 の 開 催 が 必 要 」 （ こ ど

も・ 若 者 ）  

「 支 援 が ある と 余 裕 が できる。 こ どもま ん なかを 目 指 す に は、 そう い っ た 子 育 て

当 事 者 への 支 援 も 重 要 であると 考 える」 （ 子 育 て 当 事 者 ）  

みんなの声  

 市の方向性  

◆  妊娠期か ら子育 て期まで 切れ目 のない支 援を通 じて、家 庭

の状況に 応じた きめ細や かな対 応ができ る体制 づくりを 進

め、こど もと 子 育て当事 者が尊 重される 支援体 制の充実 を

図ります。  
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柏 駅 前 送 迎 保 育 ステーション・ こども誰 でも通 園 制 度  

こども誰 でも通 園 制 度  
 

 全 て の こ ど も の 育 ち を 応 援 し 、 こ ど も の 良 質 な 成 育 環 境 を 整 備 す る と と も に 、

全 て の 子 育 て 家 庭 に 対 し て 、 保 護 者 の 多 様 な 働 き 方 や ラ イ フ ス タ イ ル に か か わ ら

な い 形 で の 支 援 を 強 化 す る ために 創 設 さ れた、 新 た な 通 園 制 度 で す 。  

 

柏 駅 前 送 迎 保 育 ステーション  
 

 保 護 者 に 代 わ って 園 児 （ 3 歳 児 か ら 5 歳 児 ま で） を バ ス で 認 定 こ ども 園 に 送 迎

す る 施 設 です 。  

 保 護 者 の か た が 、 こ の ス テ ー シ ョ ン に お 子 さ ん を 送 迎 す る こ と で 、 離 れ た 場 所 に あ

る 認 定 こ ども 園 に 登 園 ・ 降 園 で きる よ う に なり ま す 。  
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柏 子 育 てフェスタ  

 
 「 柏 子 育 てフェスタ」 は、柏 市 内 の認 定 こども園 、幼 稚 園 、 保

育 園 が 力 を 合 わ せ 、 子 育 て に 関 す る さ ま ざ ま な 情 報 を 発 信 す

るイベントです 。 子 育 て世 代 を 応 援 す ると ともに 、こど もたちに

楽 し い 遊 びを 提 案 し 、 地 域 と の 絆 を 強 め 、こ ど もた ち が 安 心 し

て育 つことのできる 優 しい街 「 かしわ」 をみんなで 育 んでいきた

いという思 いが込 められています。  

※ 令 和 7 年 （ 2 0 2 5 年 ） の イ ベ ン ト チ ラ シ  
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 地 域 の中 で子 育 て家 庭 が支 えられるよう、 在 宅 で子 育 てをしている家 庭

を 含 め て全 ての こど もと 家 庭 を 対 象 と し て、 地 域 の ニ ーズ に 応 じ た 様 々 な

子 育 て支 援 を推 進 する。  

 

 

子 育 てに 関 する 情 報 が 、子 育 て 家 庭 はもとよ り 子 ども との かかわり や 関 心 の

ある 方 などにも 広 く 伝 わる 情 報 提 供 体 制 を つくります。 また、 子 育 てについ

て相 談 しやす い 体 制 を充 実 させま す。  

【 第 三 期 柏 市 子 ども・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 】  

子 育 て 家 庭 が 孤 立 す ることなく、 育 児 に 安 心 して ゆとり を 持 って 親 としての

役 割 が 発 揮 できるよう 、まち 全 体 で、 子 ども 同 士 が 育 ち 合 い、 保 護 者 も 共 に

支 え合 う 仲 間 作 りや 学 び 合 いが できる 場 、ま た時 には 親 子 でほっと ひと 息 つ

ける場 の 充 実 を図 りま す。また、まち へ 踏 み出 す親 子 を温 かく 迎 え入 れる 環

境 づくりを 進 めます。 【 柏 市 母 子 保 健 事 業 に 関 す る基 本 方 針 】  

保 護 者 ・ 親 子 が 集 まり 、仲 間 を作 ったり、 学 び あったりできる 機 会 の 提 供 等

の 取 り 組 みにより、 子 育 ての 不 安 や 悩 みを解 消 できる 環 境 づくりを 進 めま

す。 【 第 ４ 次 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 改 訂 版 】  

※ そ の 他 関 連 計 画  
  柏 市 男 女 共 同 参 画 推 進 計 画 / 第 ２ 次 柏 市 健 康 増 進 計 画 / 柏 市 地 域 健 康 福 祉

計 画 / 第 ３ 次 柏 市 教 育 振 興 計 画  

 

 

 

地域社会全体が「こどもまんなか」の視点をもち、 

共に育ちを支え合う 

基 本 目 標 ２ -２  

『 こども大 綱 』 では？ （ 抜 粋 ）  

 
 

 
 

現 
状 
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✓  社 会 全 体 に 「 こ どもま んなか」 の 視 点 が 十 分 に周 知 されてい ない 状 況

です。  

✓  子 育 てに 関 する 情 報 や 相 談 支 援 が 、 子 育 て 家 庭 だけでなく 、 地 域 の

人 々にも 広 く 行 き渡 る よう、分 かりやすい 情 報 提 供 と 身 近 で相 談 しや

すい 体 制 を充 実 させ、 地 域 と 家 庭 をつなぐ 仕 組 みを 強 化 していくこ と

が 求 められます。  

✓  子 育 て 中 の 保 護 者 が 孤 立 感 や 不 安 を抱 え込 むこと なく 、 地 域 の 中 で仲

間 づくりや 学 び 合 い、 安 心 して 過 ごせる 場 に つながることが できる よう 、

親 子 の 居 場 所 づくりや 交 流 の 機 会 を地 域 全 体 で充 実 を図 っていく こと

が 課 題 です。  

✓  家 庭 や 地 域 が 抱 える 複 合 的 な 課 題 を早 期 に把 握 し、 切 れ目 の ない 支

援 に つなげる ため、 地 域 と 行 政 が 協 働 して 子 育 て を支 える 体 制 を構 築

することが 求 められま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

課 

題 

 

 

「 子 育 て が 安 心 し て 出 来 る 地 域 と い う 情 報 や 、 案 内 な ど が 手 に 入 り や す い 施

策 が 必 要 だと 思 います 」 （ こ ども ・ 若 者 ）  

 

（ 参 考 ） 普 段 どのような媒 体 から情 報 を入 手 してい ますか  

回 答 上 位  16 ～ 18 歳  19 歳 ～ 2 9 歳  

１  テレビ  YouTube  

２  YouTube  Instagra m  

３  Instagra m  テレビ  

※ 詳 細 は P 1 0 3  Q 3 0 参 照  

みんなの声  

 市の方向性  

◆  こどもま んなか の 視点を 共有し 、行政・ 地域・ 関係機関 が

連携して 、社会 全体にお いて「 こどもま んなか 社会」が 理

解される ように 周知を図 り、こ どもと家 庭の育 ちを地域 社

会全体で共に支え合う環境づくりを進めます。  
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主 任 児 童 委 員 、柏 市 民 健 康 づくり推 進 員  

主 任 児 童 委 員  
 

 厚 生 労 働 大 臣 か ら 委 嘱 さ れ た 、 こ ど も や 子 育 て に 関 す る 支 援 を 専 門 に 担

当 す る 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 で す 。  

市 内 ２ ２ 地 区 で 子 育 て サ ロ ン な ど 地 域 住 民 の 居 場 所 作 り や 、 学 校 、 保 育

園 な どと 連 携 し 、 親 子 の 相 談 に 応 じ て い ます 。  

柏 市 民 健 康 づくり推 進 員  
 

 各 町 会 ・ 自 治 会 ・ 区 長 よ り 推 薦 さ れ た 方

で 、 市 長 が 委 嘱 し た 約 2 5 0 名 の か たが 市 内

で 活 動 し て い ま す 。 互 い に 支 え 合 え る 地 域 ぐ

る み の 子 育 て 支 援 、 健 康 づ く り を め ざ し て お

り 、 赤 ち ゃ ん の つ ど い は 、 そ の 活 動 の 一 つ で

す 。  

赤 ち ゃ んの つどい  
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子 育 て支 援 情 報 発 信  

はぐはぐ 柏 （ 市 ホームページ）  

 様 々な SNS 媒 体 を活 用 し、子 育 てに関 する行 政 情 報 のほか、

イベントや 市 民 活 動 団 体 の 情 報 、 遊 び 場 などの 最 新 情 報 を 発 信

しています。  

こそだて  

ハンド ブック  

おでか けマップ  

LINE 公 式 アカウント  

（ 子 育 て 教 育 情 報 ）  

はぐはぐ 柏  

Instagram  

【 Instagram 】  【 L INE】  

最 新 情 報 発 信 中 ！  
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第４章  

計  画  の 推  進  
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  本 計 画 の推 進 にあたっては、PDCA サイクル※による進 行 管 理 を行

います。  計 画 の進 捗 状 況 については、「 柏 市 子 ども・ 子 育 て会 議 」 にお

いて調 査 審 議 を行 い、専 門 家 や有 識 者 、子 育 て当 事 者 等 からの意 見 や

助 言 を受 けるとともに、こども・ 若 者 等 の当 事 者 の声 を踏 まえ、こども

施 策 を推 進 します。  

 また、「 柏 市 こども施 策 推 進 会 議 」 を設 置 し、部 局 横 断 的 な推 進 体 制

を構 築 するとともに、当 該 会 議 で議 論 された内 容 は、「 柏 市 子 ども・ 子

育 て会 議 」 に報 告 します。その報 告 を受 け、「 柏 市 子 ども・ 子 育 て会 議 」

では、こども施 策 が推 進 されているかを確 認 し、必 要 な助 言 を行 いま

す。さらに、計 画 期 間 中 であっても、社 会 情 勢 の変 化 等 に合 わせ、必 要

に応 じて計 画 内 容 の見 直 しを行 います。  

 

推  進  体  制  

 
１  
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※P D C A サ イ ク ル と は 業 務 の 適 切 な 進 め 方 の モ デ ルで 、 「 P l an （ 計 画 ） 」 、 「 D o （ 実

施 ・ 推 進 ） 」 、 「 C h e c k （ 評 価 ） 」 、 「 A c t （ 改 善 ） 」 の 頭 文 字 を とっ た も の で す 。  

 

 

  

 こども・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 から意 見 を聴 き、施 策 に反 映 する取

組 を推 進 できるよう、「 (仮 称 )こども・ 若 者 モニター」 や若 者 の審 議 会

等 への登 用 など、こども・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 が参 画 しやすい工 夫

を施 した意 見 聴 取 ・ 反 映 を進 めます。  

 また、庁 内 において、事 業 の実 施 等 にあたって、こども・ 若 者 及 び 子 育

て当 事 者 の声 を聴 くよう周 知 を図 っていきます。  

 さらに、計 画 策 定 にあたり聴 取 したこども・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 の

意 見 も含 めて、今 後 もこども・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 の意 見 聴 取 と施

策 への反 映 に取 り組 みます。  

  

こども・ 若 者 及 び子 育 て当 事 者 の  

意 見 聴 取 と施 策 への反 映  

２  
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計 画 の最 終 年 に成 果 指 標 について確 認 し、進 捗 の評 価 を行 います。  

 ア ン ケ ー ト 設 問  
成 果 目 標  

（ こ ど も 大 綱 ）  

数 値  

目 標 ※  

現 状 ※  

（ こ ど も 大 綱 ）  

＜ 柏 市 ＞  

ア ン ケ ー ト  

結 果  

方 向 性  

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会

」
の
実

現

に
向

け
た
数

値

目

標 

今 の 自 分 が 好 き で す

か  

「 今 の 自 分 が 好 き

だ 」 と 思 う こ ど も ・

若 者 の 割 合 （ 自 己

肯 定 感 の 高 さ ）  

7 0 ％  6 0 . 0 ％  

（ 2 0 2 2 年 ）  

7 9 . 3 ％  

維 持  

自 分 に は 自 分 ら し さ

と い う も の が あ る と 思

い ま す か  

「 自 分 に は 自 分 ら

し さ と い う も の が あ

る 」 と 思 う こ ど も ・

若 者 の 割 合  

9 0 ％  8 4 . 1 ％  

（ 2 0 2 2 年 ）  

8 5 . 7 ％  

↗  

最 近 の 生 活 に ど の く

ら い 満 足 し て い ま す か  

「 生 活 に 満 足 し て

い る 」 と 思 う こ ど も

の 割 合  

7 0 ％  6 0 . 8 ％  

（ 2 0 2 2 年 ）  

8 1 . 3 ％  

維 持  

将 来 の 夢 や 目 標 を も

っ て い ま す か  

「 自 分 の 将 来 に つ

い て 明 る い 希 望 が

あ る 」 と 思 う こ ど

も ・ 若 者 の 割 合  

8 0 ％  6 6 . 4 ％  

（ 2 0 2 3 年 ）  

5 3 . 1 ％  

↗  

柏 市 が 好 き で す か  「 結 婚 、 妊 娠 、 こ ど

も ・ 子 育 て に 温 か

い 社 会 の 実 現 に 向

か っ て い る 」 と 思 う

人 の 割 合  

7 0 ％  2 7 . 8 ％

（ 2 0 2 3 年 ）  

9 2 . 5 ％  

維 持  

柏 市 に は 自 分 の 意 見

が 聴 い て も ら え る 場 や

機 会 が あ る と 思 い ま

す か  

「 こ ど も 政 策 に 関 し

て 自 身 の 意 見 が 聴

い て も ら え て い る 」

と 思 う こ ど も ・ 若 者

の 割 合  

7 0 ％  2 0 . 3 ％  

（ 2 0 2 3 年 ）  

4 3 . 7 ％  

↗  

こ ど も ・ 若 者 が 大 切

に さ れ て い る と 感 じ ま

す か  

「 こ ど も ま ん な か 社

会 の 実 現 に 向 か っ

て い る 」 と 思 う 人 の

割 合  

7 0 ％  1 5 . 7 ％  

（ 2 0 2 3 年 ）  

6 4 . 8 ％  

↗  

困 っ て い る こ と や 悩 み

事 を 話 せ る 人 は い ま

す か  

「 ど こ か に 助 け て く

れ る 人 が い る 」 と 思

う こ ど も ・ 若 者 の 割

合  

現 状

維 持  

9 7 . 1 ％  

（ 2 0 2 2 年 ）  

8 6 . 4 ％  

↗  

新 し い 環 境 に 入 っ て

も 、 周 囲 の 人 と 比 較

的 早 く 打 ち 解 け る こ

と が で き ま す か  

社 会 的 ス キ ル を 身

に つ け て い る こ ど も

の 割 合  

8 0 ％  7 4 . 2 ％  

（ 2 0 2 2 年 ）  

6 9 . 6 ％  

↗  

今 ま で に 社 会 生 活 や

日 常 生 活 を 円 滑 に 送

る こ と が で き な か っ た

経 験 が あ り ま し た か 。  

ま た は 、 現 在 社 会 生

活 や 日 常 生 活 を 円 滑

に 送 れ て い な い 状 況

が あ り ま す か  

「 社 会 生 活 や 日 常

生 活 を 円 滑 に 送 る

こ と が で き て い る 」

と 思 う こ ど も ・ 若 者

の 割 合  

7 0 ％  5 1 . 5 ％  

（ 2 0 2 2 年 ）  

4 8 . 2 ％  

※ 「 で き て

い る 」 と 回

答 し た 割 合  
↗  

自 分 が 子 育 て を し て

い る 、 ま た は 、 将 来 す

る 場 合 、 柏 市 は 安 心

し て 出 産 ・ 育 児 等 が

で き る と 思 い ま す か  

「 こ ど も の 世 話 や 看

病 に つ い て 頼 れ る

人 が い る 」 と 思 う 子

育 て 当 事 者 の 割 合  

9 0 ％  8 3 . 1 ％  

（ 2 0 2 2 年 ）  

7 1 . 5 ％  

↗  

※ 表 中 の 「 数 値 目 標 」 及 び 「 現 状 」 は 、 「 こ ども 大 綱 」 に おけ る 「 こ ど も ま ん なか 社 会 」 の 実

現 に 向 け た 数 値 目 標 を 示 し て い る 。 （ 出 典 ） こ ど も 家 庭 庁 「 こ ども 大 綱 」 別 紙 １ よ り 抜 粋  

  

成  果  指  標  

 
３  



 

 

 

 

 

  

参  考  資  料  
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№  対 象 者  概 要  手 法  実 施 期 間  

１  

小 学 生  

中 高 生 世 代  

保 護 者  

柏 ま つ り の 集 客 を 活 用 し 、 子 ど も ・

子 育 て 支 援 複 合 施 設 T e T o T e で

実 施  

シ ー ル ア ン ケ ー ト  
令 和 7 年 （ 2 0 2 5 年 ）  

７ 月 ２ ５ 日 、 ２ ６ 日  

２  
未 就 学 児  

小 学 生  

イ ラ ス ト 募 集 の チ ラ シ を 公 立 保 育

園 、 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 複 合 施 設

T e T o T e 、 児 童 セ ン タ ー に 配 架 し 、

実 施  

イ ラ ス ト 募 集  
令 和 ７ 年 （ 2 0 2 5 年 ） 1 0

月 2 7 日 ～ 1 1 月 2 1 日  

３  保 護 者  
キ ッ ズ ル ー ム で 開 催 し た イ ベ ン ト 参

加 者 の 保 護 者 に 実 施  
紙 面 ア ン ケ ー ト  

令 和 7 年 （ 2 0 2 5 年 ） 1 1

月 1 9 日 ～ 1 2 月 2 4 日  

４  

大 学 生 世 代  

( 主 に 2 0 代

前 半 )  

就 職 説 明 会 の 参 加 者 を 対 象 と し て

実 施 。  
紙 面 ア ン ケ ー ト  

令 和 ８ 年 （ 2 0 2 6 年 ）  

１ 月 ７ 日  

５  

小 学 生  

 ( 5 年 生 )  

中 学 生  

 ( 2 年 生 )  

市 内 小 中 学 校 に て 実 施  

※ 市 立 柏 の 葉 小 学 校 、 市 立 柏 第

三 小 学 校 、 市 立 光 ケ 丘 小 学 校 、

市 立 柏 の 葉 中 学 校 、 市 立 柏 第

二 中 学 校 、 市 立 光 ケ 丘 中 学 校  

シ ー ル ア ン ケ ー ト  
令 和 8 年 （ 2 0 2 6 年 ）  

１ 月 7 日 ～ 1 月 2 2 日  

６  
中 学 生 ～  

若 者 世 代  

こ ど も 家 庭 庁 と こ ど も ・ 若 者 意 見

反 映 サ ポ ー ト 事 業 を 実 施  
ワ ー ク シ ョ ッ プ  

令 和 ８ 年 （ 2 0 2 6 年 ）  

1 月 １ ９ 日  

７  

若 者 世 代  

( 1 6 歳 ～

2 9 歳 )  

1 6 ～ 2 9 歳 の う ち 3 , 5 0 0 名 を 住

民 基 本 台 帳 か ら 無 作 為 抽 出 し 、 郵

送 に て 通 知 を 行 い 実 施  

W e b ア ン ケ ー ト  

令 和 8 年 （ 2 0 2 6 年 ）  

2 月 2 5 日 ～ 3 月 1 2 日  

※ 3 月 1 9 日 ま で 回 答 期

限 を 延 長  

８  
小 学 生  

保 護 者  

市 内 の 児 童 セ ン タ ー （ 全 ７ か 所 ） で

実 施  

※ し こ だ 児 童 セ ン タ ー 、 高 柳 児 童 セ

ン タ ー 、 豊 四 季 台 児 童 セ ン タ ー 、

永 楽 台 児 童 セ ン タ ー 、 南 部 こ ど も

の 広 場 、 光 が 丘 遊 戯 室 、 布 施 遊

戯 室  

シ ー ル ア ン ケ ー ト  
令 和 8 年 （ 2 0 2 6 年 ）  

3 月 2 3 日 ～ 4 月 1 9 日  

９  
主 任 児 童 委 員  

児 童 厚 生 員  
説 明 会 に て 実 施  

W e b ア ン ケ ー ト  

紙 面 ア ン ケ ー ト  

令 和 8 年 （ 2 0 2 6 年 ）  

3 月 2 4 日 ～ 4 月 １ ０ 日  

1 0  
小 学 生  

中 学 生  

市 立 小 学 校 及 び 市 立 中 学 校 に 在

籍 す る 全 学 年 の 児 童 生 徒 を 対 象

に ， 学 校 連 絡 シ ス テ ム 「 s i g f y 」 や

学 習 e ポ ー タ ル 「 L - G a t e 」 の ア ン

ケ ー ト 機 能 を 通 じ て 実 施  

W e b ア ン ケ ー ト  
令 和 ８ 年 （ 2 0 2 6 年 ）  

７ 月 ８ 日 ～ ７ 月 ２ ２ 日  

 

  

意  見  聴  取  の  実  施  １  
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 参 考  

 

【 １ 階 掲 示 】  

Q１ .【 保 護 者 の皆 様 へ】 子 育 て支 援 サービスで利 用 してみたい 、利 用 し

てみてよかったと思 うものを選 択 （ 単 一 回 答 ）  

 

Q２ . 【 小 学 生 のみなさんへ】 放 課 後 すごしたい場 所 を選 択 （ 単 一 回 答 ）  

 

 

 

  

回答数　129

選択肢 市内 市外 合計

一時預かり 35 16 51

こども誰でも通園制度 24 9 33

産後ケア 15 4 19

ファミリーサポートセンター 8 7 15

子育て相談 4 3 7

その他 4 0 4

合計 90 39 129

68.6%

72.7%

78.9%

53.3%

57.1%

100.0%

31.4%

27.3%

21.1%

46.7%

42.9%

市内 市外

回答数　44

選択肢 市内 市外 合計

自分の家 15 3 18

親戚の家 0 1 1

公園 3 2 5

学校 2 0 2

図書館 2 2 4

近隣センター 0 0 0

TeToTe 10 1 11

児童センター 0 0 0

お店 0 0 0

その他 2 1 3 ※その他は「友達の家」とコメントあり

合計 34 10 44

83.3%

60.0%

100.0%

50.0%

90.9%

66.7%

16.7%

100.0%

40.0%

50.0%

9.1%

33.3%

市内 市外

柏 まつりを活 用 して子 ども・ 子 育 て支 援 複 合 施 設 TeToTe で  

実 施 したシールアンケート（ 令 和 7 年 （ 2025 年 ） ７ 月 ２ ５ 、２ ６ 日 ）  
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【 ２ 階 掲 示 】  

Q１ . 柏 市 に住 んでみたい 、または住 み続 けたいと思 いますか？  

 

Q２ . 子 育 てしやすい街 とは 、どんな街 でしょうか？ （ 自 由 記 入 欄 ）  

    回 答 数  ２        

 ・ ママやこどもが苦 しい時 、 困 ったときに素 直 にそう言 え る街 、そ

れを受 け止 めてくれる街  

 ・ こどものやりたいことをする  

 

【 ４ 階 掲 示 】  

Q１ .  放 課 後 すごしたい場 所 をを選 んでください（ 単 一 回 答 ）  

 

 

 

  

回答数　9

選択肢 市内 市外 合計

思う 8 1 9

思わない 0 0 0

合計 8 1 9

88.9%

​

11.1%

​
市内 市外

回答数　46

選択肢 市内 市外 合計

自分の家 22 3 25

親戚の家 0 0 0

公園 5 0 5

学校 2 0 2

図書館 1 1 2

近隣センター 0 0 0

TeToTe 11 1 12

児童センター 0 0 0

お店 0 0 0

その他 0 0 0

合計 41 5 46

88.0%

100.0%

100.0%

50.0%

91.7%

12.0%

50.0%

8.3%

市内 市外
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Q2. 放 課 後 は、どんなことがしたいですか？ （ 単 一 回 答 ）   

 

【 5 階 掲 示 】  

Q１ . 柏 市 に住 んでみたい、または住 み続 けたいと思 いますか？  

 

Q2.  あなたが思 う柏 市 の魅 力 とは何 でしょうか？ （ 自 由 記 入 欄 ）  

    回 答 数  11  

  ①柏 駅 関 連  

 ・ 柏 駅 に 行 け ば だ い たい 何 で も 揃 う とこ ろ  

 ・ だ い たい 何 で も ある  

 ・ 困 っ た ら 柏 駅 に 行 け ば なんと か なる  

 ・ 駅 でよ く 歌 って る 人 が い て 賑 や か  

 ・ 駅 が 広 い 、 お 店 が い っ ぱ い ある  

 ・ 柏 まつり が ある こ と  

  ②柏 市 関 連  

 ・ 色 んなこ とが で きる とこ ろ   

 ・ 立 地 が よ い  

 ・ 東 京 ま で 電 車 で １ 本 で 行 け る  

 ・ 柏 駅 か ら 直 進 し たら す ぐ に 自 然 が 広 が って い る とこ ろ  

 ・ 学 校 が い っぱ い ある  

 

 

  

回答数　61

選択肢 市内 市外 合計

勉強 9 0 9

スポーツ 14 1 15

ゲーム 19 1 20

読書・漫画 7 2 9

習い事 3 1 4

オンライン空間（SNS) 0 0 0

その他 4 0 4

合計 56 5 61

100.0%

93.3%

95.0%

77.8%

75.0%

100.0%

6.7%

5.0%

22.2%

25.0% 市内 市外

回答数　22

選択肢 市内 市外 合計

思う 17 1 18

思わない 3 1 4

合計 20 2 22

94.4%

75.0%

5.6%

25.0%
市内 市外
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Q1.  子 育 てをするうえで気 軽 に相 談 できる人 はいますか。また、相 談 で

きる場 所 はありますか。  

 

Q1-1.  問 1 で「 １ ． いる(ある)」 と回 答 した方 にうかがいます。それは誰

（ どこ） ですか。（ 複 数 回 答 ）  

 

※「 そ の 他 」 回 答 ： 相 談 支 援 員 （ ５ 件 ） 、 他 事 業 所 の 職 員 、 民 間 療 育 、 大 学 の 先 生  

 

回答数　２８

選択肢 回答数

いる(ある) ⇒　問1-1へ 26

いない(ない) 2

合計 28

回答数　８７

選択肢 回答数

親族 22

友人や知人 13

近所の人 2

市の子育て支援施設（児童センター等） 2

保健所・保健センター 2

民間の子育て支援施設（NPO等） 4

民生委員・児童委員 0

かかりつけの医師 8

こども発達センター・キッズルームの職員 22

上記以外の市の子育て関連窓口 1

インターネット上の掲示板やSNSの相談窓口 3

その他 8

合計 87

キッズルームで開 催 したイベント参 加 者 の保 護 者 に実 施 した  

紙 面 アンケート（ 令 和 7 年 （ ２ ０ ２ ５ 年 ） 11 月 19 日 ～ 12 月 24 日 ）  
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 参 考  

Q２ .  お子 さんとよく遊 びに行 く場 所 を教 えてください。（ 複 数 回 答 ）  

 

※「 そ の 他 」 回 答 ： イオンモール 柏 （ ２ 件 ） 、シ ョッピングモール（ ６ 件 ） 、 市 外 公 園  

 

Q３ .  子 育 てする上 で以 下 のことを感 じますか。  

(1)  子 育 てが楽 しい。（ 単 一 回 答 ）  

 

 

回答数　５６

選択肢 回答数

祖父母、親戚の家 7

友だちの家 1

児童センター 3

地域子育て支援センター 0

はぐはぐひろば 1

TeToTe 1

ラコルタ柏(2階)親子スペース 1

こども図書館 1

市内の公園 19

民間運営の遊び場等の施設 10

その他 9

特にない 3

合計 56

回答数　２８

選択肢 回答数

楽しい 5

楽しいと感じることの方が多い 13

つらいと感じることの方が多い 9

つらい 0

どちらも感じる（いずれも該当なし） 1

合計 28
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 参 考  

(２ )  こどもの対 応 で、わからなくなったり、子 育 ての大 変 さを意 識 する

ことはありますか。（ 単 一 回 答 ）  

 

(2)-1 (2)で「 １ ． よくある」 または「 ２ ． 時 々ある」 と回 答 した方 にうか

がいます。それはどのようなときですか。（ 自 由 記 入 欄 ）  

・ 多 動 、 発 語 が な い の で なんで 泣 い て い る の か 、 か んし ゃ く の 原 因 が わ か り にく い  

・ 発 達 特 性 に よ り 、 思 っ た 通 り に 行 動 し て く れな い 時  

・ 問 題 行 動 を や め る よ う に 言 っ て や め て も 、 ま た や っ て い て 同 じ こ と を 何 回 も の 繰 り 返 し  

言 っ た り しな い と い けな い 時  

・ ま だ 会 話 が で きな い の で 何 を 訴 え て い る の か わ か ら な い 時  

・ 周 り の 目 が 気 に な っ た り 、 将 来 へ の 不 安 を 感 じ た 時  

・ 困 っ た 時 す ぐ 近 く に 頼 れる 人 が い な い 時  

・ 何 が し た い か わ か ら な い 時 の 動 か な い 、 い や い や  

・ 自 分 の 行 動 ､ 言 動 が こ ど も に 影 響 し て し ま う と い う こと  

・ 病 院 に 行 っ た とき にな か な か 静 か に 待 て な く て 「 座 っ て 」 な ど 言 っ て も 伝 わ ら な い 時  

・ こ ど も の 成 長 面  

・ 自 分 の 時 間 に 余 裕 が な い 時  

・ 言 葉 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 取 れ な い の で 、 何 を 伝 え た い か く み 取 る の も 難 し い で す し 、  

本 人 も か ん し ゃ く や か み つ い た り 等 で し か 今 の と こ ろ 伝 え る こ と が で き な い の で 、 そ れ が

大 変 に 感 じ こ と が あ る  

・ 泣 き お こ る 、 か ん しゃ く が 続 く と き  

・ 成 長 が 遅 い 、 兄 弟 ケ ン カ  

・ 外 出 先 で の 問 題 行 動 、 ワ ン オ ペ の 育 児 、 自 分 自 身 に 余 裕 が な い 時  

・ 言 葉 が 話 せ な い 、 会 話 が で き な い の で 、 怒 っ た り 泣 い た り 、 何 か し て 欲 し い 時 が ど ん な  

気 持 ち が わ か ら な い 時 が あ る  

・ 特 性 に 合 っ た 対 応 が で き て い る か 、 正 解 が 分 か ら な い 。 本 人 の 言 葉 や 要 求 の 意 味 が

分 か ら ず 悲 し そ う な 顔 を さ れ る と き 本 人 の 将 来 に つ い て の 責 任 を す べ て を 負 っ て い る

よ う な 感 覚 が あ る 時  

・ 自 分 の 接 し 方 が 正 解 な の か が わ か ら な い  

・ 外 で の か ん し ゃ く や 周 り に 迷 惑 を か け た 時 の 対 応  

・ 寝 な い 、 夜 中 に 起 き る 、 ご 飯 食 べ な い 、 急 な か ん しゃ く  

・ 身 体 が 大 き く な る につ れ 、 周 り の 目 や 、 体 力 な ど 大 変  

・ 3 人 い る の で す が 、 母 のワ ン オ ペ な の で 手 が 足 りな い  

・ 長 女 に 助 け を 求 め る が 、 ヤ ン グケ ア ラ ーに し て し まっ て いな い か 悩 む  

・ 難 治 性 て ん か ん の ため 常 に 発 作 を 起 こ さ な い か 心 配 が 絶 え な い  

・ こ ど も の 特 性 に 振 り 回 され て い ると き  

・ 相 談 も し て い ま す が 、 日 々 の 対 応 は 「 放 っ てお く し かな い 」 と な る こと が 多 いで す  

回答数　２８

選択肢 回答数

よくある　⇒　(2)-1へ 16

時々ある　⇒　(2)-1へ 10

あまりない 2

全くない 0

合計 28
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 参 考  

・ 意 思 疎 通 が 難 し い 時    

・ 色 々 あ り ま す が 、 協 調 性 が な い の で 他 人 に 迷 惑 が 掛 か ら な い 時 間 や 場 所 を 考 え な が ら  

常 に 行 動 し て い る 。 そ の ため 、 気 を 張 っ て 行 動 し て い る ので 疲 れ て し ま う こと が あ る  

・ 仕 事 で 人 と 接 す る 機 会 が 少 な く 、 日 本 語 に 自 信 が 持 て な い こ と や 、 時 間 の 余 裕 が な く  

人 と 会 う 機 会 も 少 な い た め 、 交 流 や 相 談 を た め ら って しま う 時  

・ 自 分 の 状 況 を 理 解 し 、 共 感 し て く れ た り 、 心 を 開 い て 接 し て く れ る 人 が と て も 少 な い と  

感 じ る こ と が あ りま す  

・ 自 分 の 育 て ら れ た 時 代 背 景 の 違 い  

・ 安 心 し て 外 遊 び を さ せ ら れ な い 時 代 。 近 所 に こ ど も 少 な い せ い か こ ど も の 大 き い 声 な  

ど 迷 惑 じ ゃ な い か と 神 経 質 に な って し ま う  

・ 発 達 が 遅 れ て い る よ う で 1 ～ 2 歳 が す る よ う な 困 り ご と を 4 歳 の か ら だ が 大 き く なっ

て か ら す る こと  

・ ル ーテ ィ ー ン が 崩 れ る と い や いや 、 か ん し ゃく が す ご いこ と  

・ 身 体 に 力 が 入 ら な く 、 脱 力 し て 歩 か な くな る こ と  

・ 特 性 と 向 き 合 う 時  

・ 本 人 に 分 か る よ う に 話 を 組 み 立 て な い と い けな い 時  

・ ずっ と 赤 ち ゃ ん だ な ぁと 感 じ る と き  

・ う ま く い か ず 、こ ど も が か んし ゃ くを 起 こ し た とき  

(3) 子 育 てに忙 しく、人 とのつながりが薄 いと感 じることはありますか 。

（ 単 一 回 答 ）  

 

(4) 仕 事 や地 域 活 動 などの社 会 活 動 と子 育 ての両 立 について教 えて

ください。（ 単 一 回 答 ）  

 

 

回答数　２８

選択肢 回答数

よく感じる 5

時々感じる 10

あまり感じない 13

全く感じない 0

合計 28

回答数　２７

選択肢 回答数

両立できていると思う 1

大変だが両立できていると思う 9

あまり両立できていないと感じる 7

両立が難しい 10

合計 27
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Q４ .柏 市 の子 育 て 支 援 の 取 り組 みへ の満 足 度 を教 えて ください。 （ 単

一 回 答 ）  

 

Q５ .今 後 、柏 市 の子 育 て支 援 環 境 を良 くしていくためには、どこに力 を

入 れていく必 要 があると思 いますか。3 つまで選 択 してください。  

 

回答数　２８

選択肢 回答数

大変満足 5

やや満足 10

やや不満 6

大変不満 2

どちらともいえない 5

合計 28

回答数　７８

選択肢 回答数

こどもの権利の尊重 2

こどもの生きる力、心の育成 2

子育てサービスの情報提供 5

子育て相談 2

子育てと仕事の両立支援 11

障がい児への支援 22

児童虐待への対応 1

こどもと親の健康の確保 5

こどもの教育環境の整備 3

子育てを支援する生活環境の整備 10

地域で行う子育て支援 3

経済的な子育て支援 11

その他 1

合計 78
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【 実 施 概 要 】  

◆テーマ  

 ・ こども・ 若 者 の声 が聴 かれるまちづくり  

 ・ こども・ 若 者 たちの身 近 な相 談 先 とは  

 

◆質 問 内 容  

①どんな場 所 ならこども・ 若 者 が意 見 を言 いやすいと思 いますか？  

②相 談 しやすい、頼 りにしたい、と思 うところに求 めるものはどのよう

なことですか？  

 

◆当 日 参 加 者  

 ８ 人 （ 中 学 生 １ 名 、高 校 生 4 名 、大 学 生 世 代 3 名 ）   

 

◆派 遣 人 数  

 ファシリテーター  １ 人  

 こども家 庭 庁    ２ 人  

 

◆運 営 人 数  

 事 務 局 13 人 （ ファシリテータ―、板 書 係 含 む）  

  

こども家 庭 庁 とこども・ 若 者 意 見 反 映 サポート事 業 として実 施 した  

ワークショップ（ 令 和 ８ 年 （ ２ ０ ２ ６ 年 ） 1 月 １ ９ 日 ）  
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Q１ . 今 のあなたにとって安 心 できる居 場 所 はどこですか。（ 複 数 回 答 ）  

 

 

Q２ . 居 場 所 に求 めることは何 ですか。（ 複 数 回 答 ）   

 

 

 

 

回答数　103

選択肢 回答数

自分の部屋 36

家庭 36

学校 17

地域 3

インターネット 6

その他 5

合計 103

回答数　136

選択肢 回答数

好きなこと 40

新しいこと 20

構わないでほしい 1

話を聞いてほしい 15

味方になってほしい 25

聞いてほしい 4

応援してほしい 13

通いやすさ 17

その他 1

合計 136

就 職 説 明 会 の参 加 者 を対 象 として実 施  

（ 令 和 ８ 年 （ ２ ０ ２ ６ 年 ） 1 月 ７ 日 ）  
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Q３ . 市 に意 見 を伝 えたいと思 いますか。（ 単 一 回 答 ）  

 

Q４ . 意 見 を伝 えやすい方 法 はどれですか。（ 複 数 回 答 ）  

 

 

Q５ . 将 来 こどもを持 ちたいと思 うためにどのような施 策 が必 要 だと思     

いますか。（ 自 由 記 入 欄 ）  

 【 主 な回 答 】  

 ・ 働 きや す い 環 境 を つ く るこ と  

 ・ 子 育 て の 悩 み を 少 し でも 軽 く でき たり 、 周 り に 理 解 し て も ら え る よ う な 環 境  

 ・ こ ども を 持 つ 親 同 士 の 交 流 場 所 が 増 え る こ と  

 ・ 店 内 での ち ょ っ とし た 遊 べ る ス ペ ー ス の 設 置  

 ・ こ ども が 安 心 し て 通 学 で きる よ う に 、 多 く の 場 所 に 街 灯 を 設 置  

 ・ 子 育 て に おい て 孤 独 を 感 じ ない よ う に す る こ と  

 ・ 図 書 館 などの こ ども が 利 用 で きる 公 共 施 設 を 充 実 させ る  

 ・ 市 民 の 意 見 を 取 り 入 れ る 仕 組 みを つく る   

 ・ なん でも 相 談 で き る 窓 口 が 増 え る こ と  

 ・ イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の Ｓ Ｎ Ｓ で の 子 育 て に つい て の 支 援  

 ・ 子 育 て に 悩 ん でい る 人 達 が 集 ま れる 場 所 を 増 や す こ と  

 ・ 公 園 を 充 実 させ て 、 こ ども や 親 同 士 の 関 わ り が できる こ と  

 ・ 子 育 て 支 援 や 子 育 て の 大 変 さに つい て も っ と 多 く の 人 に 理 解 し て も ら え る よ う な 施 策  

 ・ 急 な ト ラ ブ ル で 自 分 が こ ど も の 保 育 が 出 来 な か っ た と きに す ぐ に 預 か っ て く れ る 場 所 ( ス

ムー ズ に 利 用 で きる 特 例 が あれば よ い )  

回答数　47

選択肢 回答数

そう思う 13

どちらかといえばそう思う 22

どちらかといえばそう思わない 9

そう思わない 3

合計 47

回答数　91

選択肢 回答数

ネット匿名 41

ネット実名 10

電話・通話アプリ 6

手紙 6

インタビュー 10

話し合い 18

その他 0

合計 91
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 参 考  

 

Q１ .  柏 市 が好 きですか？  

 

 

Q2.  こどもにとって大 切 だと思 うことは何 ですか？ （ 単 一 回 答 ）  

 

 

 

 

 

 

  

回答数　６２５

選択肢 回答数

好き 584

嫌い 41

合計 625

回答数　６３９

選択肢 回答数

自分の気持ちを自由に言ったり、話したりで
きること

69

ごはんや寝るところがあって、安心して暮ら
せること

321

自分たちでグループを作って遊んだり、ス
ポーツができたりすること

56

いじめられたり、まわりの人から嫌なことを
されないこと

24

将来の夢に向かって、やりたいことができる
こと

169

合計 639

市 内 小 中 学 校 にて実 施 したシールアンケート  

（ 令 和 8 年 （ ２ ０ ２ ６ 年 ） １ 月 7 日 ～ 1 月 22 日 ）  
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 参 考  

 

Q1  回 答 者 性 別 ・ 年 齢  

 

 

 

  

37.4%

40.3%

34.0%

59.1%

56.4%

62.3%

3.5%

3.4%

3.6%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

男 女 答えない

15歳

1.3%

16歳

19.2%

17歳

18.5%

18歳

15.0%

19歳

3.8%

20歳

3.9%

21歳

4.5%

22歳

3.1%

23歳

4.8%

24歳

2.1%

25歳

4.5%

26歳

5.0%

27歳

3.5%

28歳

5.2%

29歳

5.7%

１６歳～１８歳

53.9%

１９歳～２９歳

46.1%

住 民 基 本 台 帳 より無 作 為 抽 出 （ 16～ 29 歳 のうち 3,500 名 ） し、  

郵 送 にて実 施 した Web アンケート  
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 参 考  

Q2. 一 緒 に住 んでいる家 族  

 

Q3. 就 学 ・ 就 労 状 況

 

 

  

73.9%

81.2%

3.4% 6.3%

61.1%

7.3%
3.4%

0.4%
2.0% 7.6%

90.9%

97.9%

4.4% 7.0%

81.6%

0.0% 0.3% 0.8% 0.8% 0.3%

54.1%
61.7%

2.1% 5.5%

37.1%

15.8%

7.0%
0.0% 3.3%

16.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

全体 １６歳～１８歳 １９歳～２９歳

65.7%

23.4%

1.8%
7.8%

1.4%
4.2%

0.7%

97.1%

0.3% 0.0%

5.2%
0.5% 1.6% 0.8%

28.9%

50.5%

4.0%

10.9%

2.4%

7.3%

0.6%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

全体 １６歳～１８歳 １９歳～２９歳
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 参 考  

Q4. 将 来 の進 路 について  

 

Q5. 今 の自 分 が好 きですか  

 

Q6. 自 分 には自 分 らしさというものがあると思 いますか  

 

 

48.5%

83.6%

7.3%

14.6%

6.5%

24.0%

23.1%

0.3%

49.8%

9.2%

8.1%

10.6%

0.6%

0.5%

0.6%

4.1%

1.0%

7.6%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

進学予定 就職予定 就労している 未定 その他 未回答

30.7%

32.5%

28.6%

48.6%

48.1%

49.2%

14.6%

14.3%

14.9%

6.2%

5.2%

7.3%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

好き どちらかといえば好き どちらかといえば嫌い 嫌い

48.6%

48.8%

48.3%

37.1%

37.1%

37.1%

10.1%

9.9%

10.3%

4.2%

4.2%

4.3%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない
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 参 考  

Q7. 最 近 の生 活 にどのくらい満 足 していますか  

 

Q8. 将 来 の夢 や目 標 をもっていますか  

 

Q9. 柏 市 が好 きですか  

 

 

  

34.9%

41.6%

27.1%

46.4%

47.3%

45.3%

13.9%

7.8%

21.0%

4.9%

3.4%

6.7%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

満足している やや満足している やや満足していない 満足していない

53.1%

57.9%

47.4%

12.0%

7.3%

17.6%

29.1%

31.9%

25.8%

5.7%

2.9%

9.1%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

もっている もっていない 探している もてない

39.8%

41.8%

37.4%

52.7%

51.2%

54.4%

6.4%

5.7%

7.3%

1.1%

1.3%

0.9%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

好き どちらかといえば好き どちらかといえば嫌い 嫌い
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 参 考  

Q10.柏 市 には自 分 の意 見 が聴 いてもらえる場 や機 会 があると思 いますか  

 

Q11.こども・ 若 者 が大 切 にされていると感 じますか  

 

Q12.困 っていることや悩 み事 を話 せる人 はいますか  

 

 

  

43.7%

50.9%

35.3%

56.3%

49.1%

64.7%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

ある ない

14.7%

18.7%

10.0%

50.1%

51.2%

48.9%

25.2%

23.1%

27.7%

9.9%

7.0%

13.4%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 感じない

86.4%

86.2%

86.6%

13.6%

13.8%

13.4%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

いる いない
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 参 考  

Q13.(Q12 で「 いる」 と回 答 した方 へ )それは誰 ですか  

 

Q14.新 しい環 境 に入 っても、周 囲 の人 と比 較 的 早 く打 ち解 けることができま

すか  

 

 

  

34.2%

60.1%

3.2%
7.1%

20.4%

6.4%
2.1%

11.5%

60.4%

2.8%

7.8%
5.6%

4.8%

34.8%

61.6%

4.9%
8.6%

21.0%

0.3% 1.8%

19.0%

64.7%

3.6%
2.6%

5.2% 3.4%

33.4%

58.4%

1.2%
5.5%

19.8%
13.7%

2.4% 2.7%

55.3%

1.8%

14.0%

6.1% 6.4%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

全体 １６歳～１８歳 １９歳～２９歳

26.3%

29.6%

22.5%

43.3%

41.6%

45.3%

19.5%

19.0%

20.1%

10.9%

9.9%

12.2%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

できる どちらかといえばできる どちらかといえばできない できない
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 参 考  

Q15.今 までに社 会 生 活 や日 常 生 活 を円 滑 に送 ることができなかった経 験 があ

りましたか。または、現 在 社 会 生 活 や日 常 生 活 を円 滑 に送 れていない状

況 がありますか  

 

Q16.(Q15 で「 あった(ある)・ どちらかといえばあった (ある)」 と回 答 した方

へ)回 答 の理 由 を教 えてください  

 

 

 

  

23.9%

19.2%

29.5%

24.2%

23.6%

24.9%

26.9%

29.1%

24.3%

24.9%

28.1%

21.3%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

あった(ある) どちらかといえばあった(ある)

どちらかといえばなかった(ない) なかった(ない)

1.3%
3.8%

6.0%
8.4% 10.2%

30.8%

7.8%

20.9%

2.4%
2.4%

1.3%
4.2%

4.9% 6.0%
7.5%

25.7%

3.9%

20.8%

2.9% 2.1%

1.2%
3.3%

7.3%

11.2%

13.4%

36.8%

12.5%

21.0%

1.8% 2.7%

0.0%

20.0%

40.0%

全体 １６歳～１８歳 １９歳～２９歳
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 参 考  

Q17.自 分 が子 育 てをしている、または、将 来 する場 合 、柏 市 は安 心 して出 産 ・

育 児 等 ができると思 いますか  

 

Q18.自 分 の将 来 についての人 生 設 計 (ライフプラン )について考 えたことがあり

ますか  

 

Q19.プレコンセプションケアを知 っていますか  

 

  

14.4%

18.2%

10.0%

57.1%

56.6%

57.8%

20.4%

16.9%

24.6%

8.0%

8.3%

7.6%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない

72.3%

70.6%

74.2%

27.7%

29.4%

25.8%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

ある ない

1.5%

0.5%

2.7%

5.9%

4.4%

7.6%

92.6%

95.1%

89.7%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

制度を知っている 名称は聞いたことがある 知らない
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 参 考  

Q20.ほっとできる「 居 場 所 」 はありますか  

 

Q21.あなたにとって「 居 場 所 」 に必 要 だと思 う要 素 は何 ですか  

 

 

  

56.7%

61.3%

51.4%

32.5%

30.4%

35.0%

8.1%

7.0%

9.4%

2.7%

1.3%

4.3%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない

35.0%

62.2%

75.1%

42.6%

36.4% 33.5%

8.4%

19.0%

8.8%

1.1%
1.8%

41.3%

67.3% 74.0%

40.8%

42.3%
35.1%

7.8%

19.2%

9.6%

1.0% 1.6%

27.7%

56.2%

76.3%

44.7%

29.5% 31.6%

9.1%

18.8%

7.9%

1.2% 2.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

全体 １６歳～１８歳 １９歳～２９歳
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 参 考  

Q22.将 来 結 婚 したいと思 いますか  

 

Q23.将 来 こどもを持 ちたいと思 いますか  

 

Q24.(Q23 で「 すでにいる」 と回 答 した方 へ )こどもは何 人 いますか  

 

41.9%

46.0%

37.1%

28.9%

30.9%

26.4%

10.9%

12.2%

9.4%

10.6%

10.9%

10.3%

7.7%

16.7%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない 既婚

37.4%

37.7%

37.1%

27.0%

28.8%

24.9%

14.4%

14.5%

14.3%

17.5%

18.7%

16.1%

3.6%

0.3%

7.6%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない すでにいる

61.5%

100.0%

60.0%

30.8%

32.0%

7.7%

8.0%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

１人 ２人 ３人以上
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 参 考  

Q25.(Q23 で「 思 う・ どちらかといえば思 う・ すでにいる」 と回 答 した方 へ )こ

どもは何 人 持 ちたいですか  

 

  

21.8%

25.7%

17.5%

64.6%

62.3%

67.2%

13.6%

12.1%

15.3%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

１人 ２人 ３人以上
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 参 考  

Q26.あなたは、家 族 の世 話 や家 事 (一 般 的 なお手 伝 いは含 みません )などで、

次 のようなことをしていますか。当 てはまるものを全 て選 んでください  

 

 

 

 

 

 

 

 

30.4%

26.6%

3.1%

0.1% 0.6%
1.3% 0.4% 1.0%

62.0%

24.2%

18.2%

3.4%

0.0%

0.3%

0.5% 0.0%

1.3%

69.6%

37.7%
36.5%

2.7%
0.3%

0.9%

2.1%
0.9% 0.6%

53.2%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

全体 １６歳～１８歳 １９歳～２９歳
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 参 考  

Q27.(Q26 で「 していない」 以 外 を選 んだ方 へ )家 族 の世 話 や家 事 をすること

で、次 のような影 響 がありますか。主 に当 てはまるものを選 んでください

(2 つまで)  

 

Q28.心 身 の健 康 等 について相 談 ができる場 所 や支 援 機 関 を知 っていますか  

 

 

 

  

8.9%

3.0%
1.5% 3.0% 4.1%

84.1%

6.0%
5.1%

1.7%
0.9%

1.7%

88.0%

11.0%

1.3%

1.3% 4.5%

5.8%

81.2%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%
全体 １６歳～１８歳 １９歳～２９歳

47.1%

50.6%

42.9%

52.9%

49.4%

57.1%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

知っている 知らない
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 参 考  

Q29.平 日 にどのくらいの時 間 スマートフォン等 ・ インターネットを使 いますか  

 

Q30.普 段 どのような媒 体 から情 報 を入 手 していますか  

 

 

 

  

1.7%

2.1%

1.2%

7.0%

6.2%

7.9%

22.3%

24.9%

19.1%

68.3%

65.7%

71.4%

0.4%

0.5%

0.3%

0.3%

0.5%

0.0%

全体

１６歳～１８歳

１９歳～２９歳

３０分以上１時間未満 １時間以上２時間未満 ２時間以上３時間未満
３時間以上 ほとんど使わない 持っていない

61.6%

6.4%

3.6%

6.9%

3.5%

1.4%

0.7% 0.8%

10.6%

52.7% 54.8%

36.1%

58.5%

1.0%

9.7%

5.2%

71.4%

7.5%
3.1%

3.4%

2.3%

1.8%

0.3%

0.8%

9.4%

45.2%

53.2%

39.7%

60.0%

0.5%
9.4% 5.7%

50.2%

5.2%

4.3%

10.9%

4.9%

0.9%
1.2%

0.9%

12.2%

61.4%

56.5%

31.9%

56.8%

1.5%

10.0%

4.6%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%
全体 １６歳～１８歳 １９歳～２９歳

※市公式YouTube及び市公式Facebookの利用者はいなかった
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 参 考  

 

Q１ .柏 市 が好 きですか？  

 

Q２ . こどもにとって大 切 だと思 うことは何 ですか？  

 

  

 

  

回答数　８０１

選択肢 回答数

好き 765 95.5%

嫌い 36 4.5%

合計 801

回答数　９７２

選択肢 回答数

自分の気持ちを自由に言ったり、話したりで
きること

162 16.7%

ごはんや寝るところがあって、安心して暮ら
せること

329 33.8%

自分たちでグループを作って遊んだり、ス
ポーツができたりすること

134 13.8%

いじめられたり、まわりの人から嫌なことを
されないこと

109 11.2%

将来の夢に向かって、やりたいことができる
こと

238 24.5%

合計 972

児 童 センターにて実 施 したシールアンケート  

（ 令 和 8 年 （ ２ ０ ２ ６ 年 ） 3 月 23 日 ～ 4 月 19 日 ）  

※ 児 童 セ ン タ ー で の 掲 示 の 様 子 。 赤 が 小 学 生 、 青 が 中 高 生 を 示 し て い る 。  
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 参 考  

 

 

Q１ .（ 支 援 が特 に必 要 だと感 じるこども・ 家 庭 ）  

日 頃 の活 動 を通 じて、支 援 の必 要 性 が高 いと感 じるこども・ 家 庭

はどれですか（ 複 数 回 答 可 ）  

 

上 記 を選 んだ理 由 をお聞 かせください（ 任 意 ）  

・ マ マ 達 と 話 す 中 で 子 育 て に 不 安 や 孤 独 を 感 じ て い る 人 も い て 、 相 談 で き る 人 が い な い 頼  

れ る 人 が い な い と い っ た 様 子 が 見 ら れ る 。 保 護 者 が 安 心 し て 相 談 で き る 環 境 づ く り や 気  

軽 に 立 ち 寄 れ る 居 場 所 の 提 供 が 必 要 。 マ マ だ け で は な く 、 パ パ も 育 休 や 休 み の 日 に 一 人  

で 児 童 館 に 連 れ く る 人 も 多 く 、 パ パ 支 援 も 必 要 だ と 感 じ る 。 休 日 親 が 仕 事 で い な か っ た り 、

友 達 が 習 い 事 な ど で 一 緒 に 過 ご す 人 や 遊 び 相 手 が い な い 子 が 居 場 所 とし て 使 用 し て い る

ので 人 と 関 わ る 機 会 や 安 心 し て 過 ご せ る 場 所 が 必 要 だ と 感 じ る 。  

・ 来 館 し て く る と き は 暗 い 表 情 が 見 ら れ ま し た が 、 話 を 聞 き こ ど も と 一 緒 に 遊 ん で い る う ち  

に 笑 顔 が た くさ ん 見 ら れ まし た （ 保 護 者 ）  

・ 誰 か に 話 を 聞 い て も ら いた く て 来 館 し ま した と 直 接 言 わ れ た （ 保 護 者 ）  

・ 学 校 の 後 学 校 の 無 い 日 は 朝 か ら 夕 方 ま で 遊 び に く る 子 が 多 い で す 。 こ ど も に と っ て 第 二  

の 心 が 癒 さ れ る 場 所 に な って い る の だ と 実 感 し て いま す （ こ ど も ）  

・ 子 育 て を 頑 張 り 過 ぎ て い て 誰 か の 力 を 借 り た り 、 話 を 聞 い て も ら い た い 気 持 ち が あ る の だ  

と 思 い ま す  

・ 身 近 な 人 に こ そ （ 家 族 や 知 人 ） 相 談 で き ず 、 第 三 者 と し て 公 平 な 立 場 の 公 共 機 関 、 子 育  

て 支 援 施 設 に な ら 相 談 でき る の だと 思 い ま す  

・ 経 済 的 に 困 難 な 家 庭 は こ ど も の 教 育 や 将 来 の 選 択 肢 の 幅 が 小 さ く な る の で 困 難 の 連 鎖  

を 止 め ら れ る よ う 長 期 的 な 支 援 が 必 要 な の で 。 発 達 や 障 が い の あ る こ ど も 一 人 ひ と り サ  

ポ ー ト が 違 う の で 特 に 支 援 が 必 要 だ と 思 う  

・ 育 て に く い こ ど も た ち を 育 て て い て 、 周 り に 相 談 す る 大 人 が い な い 保 護 者 に 支 援 が 必 要

だと 思 い ま す  

・ な か な か 表 に は 出 に く い 事 も あ る の で 、 よ り 支 援 が 必 要 だ と 思 う  

・ こ ど も が 心 身 と も に 健 や か に 自 分 ら し く 成 長 す る た め に 必 要 な 支 援 は ど の 家 庭 に も ニ ー

ズが 潜 ん で る と 思 わ れ る ため  

・ 保 育 園 に 入 園 す る こ と が で き ず 、 孤 独 感 を 感 じ て い る 母 親 と 実 際 話 す 機 会 が あ っ た 。 ま

た、 こ ど も 園 に 入 園 し た とし て も 保 護 者 に 対 し て の 支 援 は 必 要 だ と 思 う  

回答数　２４５

選択肢 回答数

子育て当事者（保護者など） 48 19.6%

小中学生世代のこども 35 14.3%

高校生世代のこども 19 7.8%

若者（概ね18歳～29歳） 21 8.6%

ひとり親家庭・経済的に困難な家庭 39 15.9%

養育不安・虐待リスクのある家庭 44 18.0%

発達や障害に関する支援が必要なこども 39 15.9%

合計 245

主 任 児 童 委 員 ・ 児 童 厚 生 員 に向 けて実 施 した  

Web アンケート（ 令 和 8 年 （ 2026 年 ） 3 月 24 日 ～ 4 月 １ ０ 日 ）  
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・ 来 館 す る 機 会 は 少 な い で す が 小 中 学 生 の 保 護 者 へ の 精 神 的 な サ ポ ー ト が あ っ た ら よ い の  

か な と 感 じ て い ま す 。 こ ど も 時 代 は 圧 倒 的 に 家 庭 で の 影 響 を 受 け や す く 保 護 者 の 安 定 ＝

こ ど も の 安 定 と も い え る と 思 っ て い ま す 。 難 し い と 思 い ま す が 、 小 中 学 生 の 保 護 者 へ の 支

援 が 重 要 な の で は と 考 え て いま す  

・ 発 達 や 障 が い に 関 す る 支 援 が 必 要 な こ ど も に つ い て は 、 こ ど も だ け で な く 親 に も 支 援 が 必

要 だ と 感 じ る 。 特 に 兄 弟 で 発 達 に 障 が い が あ る 家 庭 だ と 親 は 気 の 休 ま る 時 間 が な く 、 虐

待 に つ な が る 恐 れ が あ る と 思 わ れ る 。 ま た 、 親 も 発 達 に 問 題 が あ る 場 合 が あ り 、 こ ど も だ け

でな く 親 子 で 支 援 を 必 要 と し て い るケ ー ス が 多 い よ う に 感 じ る  

・ ひ と り 親 家 庭 の お 子 さ ん は 愛 情 に 飢 え て い る 様 子 や 我 慢 し て い る 様 子 を 感 じ た り し ま す 。

発 達 な ど が グ レ ー ゾ ー ン の お 子 さ ん が 多 い と 感 じ ま す 。 そ の お 子 さ ん た ち の 受 け 皿 が 少 な

く 感 じ ま す 。 小 学 校 ６ 年 間 で つ ま づ い て そ の 様 子 の ま ま 中 学 校 へ 行 く こ と の な い 様 に 目 を

配 ら な い と い けな い と 思 いま す  

・ 子 育 て 当 事 者 に つ い て は 、 児 童 館 に 来 館 す る 保 護 者 が 話 し た が っ て い る 様 子 が う か が わ

れ た り 、 話 を す る と 喜 ぶ 姿 が 見 ら れ る の で 。 ひ と り 親 家 庭 な ど は 、 こ ど も の 遊 ぶ も の や こ ど

も と の 接 し 方 な ど が 分 か り 、 楽 し そ う に 過 ご し て い る の で 。 養 育 不 安 、 虐 待 リ ス ク の あ る 家

庭 や 発 達 や 障 が い に 関 す る 支 援 が 必 要 な こ ど も へ の 支 援 は 重 要 だ と 思 う 。 一 人 や 両 親 だ

けで 行 っ て い く に は 限 度 があ る の で 支 援 は 必 要 だ と 思 う  

・ 小 ・ 中 学 生 世 代 の こ ど も は 自 発 的 に 来 館 て く れ る し 、 ど ん ど 学 年 が 上 が る に つ れ 自 分 の

能 力 や 家 庭 環 境 な どを 認 識 し て 友 達 と 比 較 し 考 え 思 い 悩 む こと が あ る か ら  

・ 日 々 の 活 動 の 中 で 必 要 だと 感 じ た の で  

・ 命 の 危 険 を 感 じ る か ら 。 最 悪 の 場 合 、 命 を 失 う 危 険 が あ る か ら  

・ 母 親 の 疾 患 が あ る と 、 生 活 が 成 り 立 た ず 、 こど も の 負 担 が 多 い と 感 じ る か ら  

・ 積 極 的 支 援 を す る 為 の 行 政 サ ー ビ ス が 一 番 乏 し いと 感 じ て い る か ら 。 ま た 、 自 分 が 置 か れ

て い る 環 境 を 客 観 的 に 判 断 す る 事 が 難 し く 、 環 境 を 改 善 す る 経 済 力 も 不 足 し て い る 一 方

で 本 人 の 意 志 が あ れ ば 劇 的 な 改 善 が 見 込 め る ため  

・ 親 が こ ど も の 環 境 を 整 え る 責 任 者 だ か ら  

・ 情 報 交 換 時 、 そ の 様 な 事 案 が 多 く 見 受 け ら れ る  

・ 障 が い 者 、 小 中 学 生 の 児 童 に 関 し て は 学 校 関 係 者 、 行 政 関 係 者 の 目 に 留 ま り や す い が 、

中 学 卒 業 と 同 時 に 一 斉 に 手 が 離 れ て し ま う 印 象 が あ り 、 こ ど も 自 身 も 戸 惑 っ て し ま う 。 ま

た 、 保 護 者 に 関 す る メ ン テ ナ ン ス は は ぼ な し に 近 い の で 、 問 題 の 解 決 は こ こ に あ る 気 が す る

か ら  

・ 小 中 学 生 や 発 達 、 障 が い に 関 し て の 支 援 は す で に 目 が 届 い て い る よ う に 思 わ れ る の で は

ずし まし た 。 1 8 歳 以 上 やひ と り 親 ( 特 に 父 子 家 庭 ) の 支 援 が 抜 け て い て 足 り な い と 感 じ て

い る ので  

・ 子 育 て の 悩 み や 相 談 が で き な い 、 問 題 を 問 題 と 感 じ て い な か っ た り 、 そ れ が こ ど も の 考 え

方 や 生 活 に 影 響 を 及 ぼ し て る こ と を 、 誰 か が 気 が つ い て 、 大 き な 問 題 に な る 前 に と い う 家

庭 が 増 え て い る 気 が す る か ら  

・ 子 育 て に は 切 れ 目 の な い 支 援 が 必 要 だ と 思 う た め 、 ど の 年 代 問 わ ず 支 援 が 必 要 。 小 、 中

は s s w の 支 援 が あ る が 、 乳 幼 児 や 高 校 生 に な る と 支 援 が 途 切 れ る の も 気 にな る 。 経 済 的

に 困 難 家 庭 は こ ど も 達 へ の お 金 の 使 い 方 な ど が お か し い 家 が 多 く 、 そ こ か ら 虐 待  に 繋 が

るケ ー ス が 多 い  

・ 経 済 的 困 窮 や ひ と り 親 家 庭 は 、 生 計 を 立 て る こ と で 精 一 杯 で 育 児 に 費 や す 時 間 や 精 神

的 余 裕 が な い こ と が 多 い と 思 わ れ る か ら  

・ そ れ ぞ れ 支 援 の 内 容 は 違 っ て く る か も し れ な い が （ 金 銭 ・ 医 療 ・ 生 活 ・ 精 神 な ど ） ､ と に か

く 全 部 支 援 は 必 要  

・ こ ど も を 産 ん だ 瞬 間 に 、 初 め て の 子 育 て で 分 か ら な いこ と ば か り に も 関 わ ら ず 「 親 な ん だ か

ら 〜 」 等 と 周 囲 か ら 言 わ れ る 。 親 と は ？ こ ど も を 育 て る と は 何 か ？ 教 え て も ら っ た こ と が な

い に も 関 わ ら ず 、 道 を 外 し て も 、 周 囲 で 教 え て く れ る 人 が あ ま り い な い よ う に 感 じ る 。  そ れ

に 加 え 、 親 自 体 も 、 周 囲 か ら 「 大 丈 夫 ？ 」 と 心 配 さ れ たと し て も 、 危 う い 子 育 て を し て い る

自 覚 を 持 て な い 方 も い る よ う に 感 じ る 。 そ の よ う な 親 の 背 中 を 見 て 育 っ た 子 が 、 学 校 に 入

学 し た 際 、 直 し た 方 が 良 い と 思 う 行 動 を し て い る 場 合 が あ る 。 ( 交 通 ル ー ル を 守 れ な い 、 挨

拶 が で き な い 等 … ) よ く こ ど も 達 は 「 自 分 の 親 が こ う や っ て い る か ら 」 と 話 を し て い る の で 、

親 育 て も 必 要 に 感 じ る  

・ T eT o T e がで きま した が 、 放 課 後 の 利 用 な どで は 行 け る か が 限 ら れ ま す 。 各 地 域 に そ れに

代 わ る 施 設 等 が な け れ ば 、 意 味 が な い と 思 う か ら で す  
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Q２ .（ 柏 市 のこども・ 子 育 て施 策 の評 価 ）  

柏 市 が実 施 しているこども・ 子 育 て施 策 について、十 分 に機 能 し

ている及 び機 能 していないと感 じる分 野 はどれですか（ 複 数 回 答

可 ）  

 

【 機 能 している】 上 記 を選 んだ理 由 をお聞 かせください（ 任 意 ）  

・ 相 談 ・ 支 援 体 制 や 発 達 支 援 ･ 障 が い 児 支 援 は 困 っ た と きに 相 談 す る 場 所 が あ る た め こ ど

も の 居 場 所 づ く り で は 放 課 後 子 ど も 教 室 や T e T o Te 、 児 童 セ ン タ ー な ど こ ど も が 安 心 し

て 過 ご せ る 環 境 が 増 え て きて い る 為  

・ 医 療 費 助 成 は 所 得 制 限 なし で 受 け ら れ たり す る の で 、 物 価 高 に も 対 応 し てく れて い る  

・ 中 学 生 以 上 の こ ども た ち の 居 場 所 が 少 ない と 思 い ま す  

・ 注 目 も さ れる よ う に な り 、 皆 の 理 解 も 進 ん で 親 も 対 処 し や す く な って い る と 感 じ る  

・ 小 中 学 生 世 代 の こ ど も は 自 発 的 に 来 館 し て く れ る し 、 ど ん ど ん 学 年 が 上 が る に つ れ 自 分

の 能 力 や 家 庭 環 境 な ど を 認 識 し て 友 達 と 比 較 し 考 え 、 思 い 悩 むこ とが あ る か ら  

・ 子 育 て 当 事 者 が 相 談 ・ 支 援 を 受 け る 場 が 多 く あ る の で 資 料 など お 渡 し で きる  

・ ア フタ ー ス ク ー ル 事 業 等 、 放 課 後 の 居 場 所 づ く り が ス タ ー トし たの で  

・ し っか り 見 て い る 訳 では ない の で 答 え に く い です  

・ 児 童 館 の 充 実 、 子 育 て 支 援 な どの 施 設 の 充 実 、 公 園 遊 び 場 の 充 実 、 こ ど も ルー ム の 運 営 、

一 時 預 か り など 、 こ ど も 発 達 セ ン タ ー の 機 能  

・ し こ だ 児 童 セ ン タ ー が 取 り 組 み を 始 め て １ か 月 ほ どだ が 、 土 曜 日 は 「 ほ っとる ー む」 ＝ 中 学

生 ( 中 学 生 や ６ 年 生 ） が 優 先 さ れ る 日 と い う 認 知 度 が 上 が っ て い る 。 中 学 生 の 来 館 率 も

増 加 し て い る  

・ 相 談 窓 口 の 連 絡 先 な どは よ く 周 知 し て ある と 思 う 時 が ある  

・ 全 般 的 に 柏 市 は 十 分 に 機 能 し て る とは 思 え な い  

・ 親 も 発 達 障 害 で こ ど も の 障 が い に 気 づ か な い ケ ー ス も 見 受 け ら れ 、 特 に 問 題 視 し て い な

い 事 が ある と 思 っ た  

・ 支 援 自 体 は 整 っ て る と 思 い ま す 。 で す が 、 そ ち ら に 結 び つ け る た め の 相 談 体 制 が 機 能 し て

い ない と 感 じ て ま す  

・ 今 、 支 援 が 必 要 な こ ど も が 増 え て い る 中 で 居 場 所 づ く り は い い で す が 、 や は り そ こ で 専 門

的 な 相 談 が 欲 し い なぁ と 感 じ る ため  

・ 機 能 し て い る と は 思 わ れる が 十 分 か ？ と 問 わ れ る と 十 分 では ない と 思 う か ら  

・ 各 学 校 へ の 相 談 先 一 覧 の 配 布 に よ り 相 談 自 体 は 気 軽 に で き る 仕 組 み が あ る 。 医 療 費 や

調 剤 に 関 す る 助 成 が あり 、 家 庭 状 況 に よ る 差 も 設 け ら れて い る  

・ ひ と り 親 世 帯 に は 、 2 人 親 い る 世 帯 か ら し た ら 羨 ま し い く ら い の 支 援 。 本 当 に 呆 れ る く ら

い  

・ それぞ れが 持 って い る 情 報 が 共 有 さ れて い ない こ とが 多 い 為 支 援 が 分 か り にく い と 感 じ る  

・ こ の 手 の 問 題 では 、 ど んなに 頑 張 って も 十 分 機 能 し て い る ､ とい う 事 は 無 い の で は  

回答数　　１６７

選択肢（機能している）　 回答数

相談・支援体制 30 18.0%

経済的支援 14 8.4%

こどもの居場所づくり 31 18.6%

子育て当事者（保護者，支援団体等）支援 15 9.0%

発達支援・障がい児支援 21 12.6%

虐待防止・早期発見 12 7.2%

情報提供・周知 17 10.2%

人材・体制（担い手不足） 12 7.2%

特にない 15 9.0%
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【 機 能 していない】 上 記 を選 んだ理 由 をお聞 かせください（ 任 意 ）  

・ 経 済 支 援 。 こ ど も 食 堂 ど こ で 行 わ れ て い る の か わ か ら な い 。 給 食 の メ ニ ュ ー を 来 館 し て く

る 子 に よ く 聞 く が 家 庭 で 満 足 に 食 べ ら れ ない 子 も 多 い の で 給 食 の 量 と 質 をよ く し て あげ ら

れたら と 思 う  

・ 情 報 の 窓 口 が ど こ が い い の か わ か ら な い の で 、 大 き な 窓 口 か ら 自 分 の 必 要 な 情 報 を 教 え

て く れる よ う な シ ス テム が ほ し い  

・ よ く わ か ら ない の で 何 と も 言 え ない  

・ こ ど も の 居 場 所 ( 児 童 館 ) な ど は 地 域 差 が あ る と 思 う か ら 。 ま た 入 園 を 希 望 し て い る 親 か

ら 入 園 で きな か っ たとい う 話 を 聞 い たこ とが ある か ら  

・ 相 談 も 希 望 し て も 面 談 日 ま での 期 間 が 長 い  

・ 多 く の 人 の 支 援 に あ た り 、 対 応 す る 人 材 が 多 く い る 事 で 丁 寧 に 接 し て あ げ ら れる と 思 い ま

し た  

・ 「 機 能 し て い な い 」 を 選 ぶ に は 自 分 が 知 識 不 足 で す 。 柏 市 の 内 情 を 今 後 も 知 っ て い き た

い です  

・ 利 用 で き る 支 援 に は 限 り が あり 、 ひ と り 親 家 庭 は 置 き 去 り に されて い る よ う に 感 じ る  

・ こ ち ら も し っか り と 感 じ て い ない の です が  

・ 保 護 者 の 話 を 聞 い たり 、 児 童 の 相 手 を す る こ と は あ って も 、 一 過 性 の も の で 役 に 立 て て い

る の か 心 も とない 印 象 を 受 け る  

・ 機 能 し て い ない と 言 え る ほ ど 実 情 の 把 握 が で き て い ない ため  
・ 柏 市 だ け に 課 題 が あ る わ け で は 無 い が… 過 去 に 虐 待 を 受 け た 経 験 が あ る 児 童 が 転 入 し

て き た 際 、 既 に 支 援 終 了 し た 場 合 で あ っ て も 旧 住 所 → 柏 市 へ の 連 絡 が 必 要 だ と 感 じ る 。

虐 待 の 影 響 で 出 る 問 題 行 動 が 起 こ っ て か ら 、 実 は 前 に 住 ん で い た と こ ろ で 虐 待 さ れ て い

まし た。 と 知 る の では 、 児 童 の 心 理 的 な ア フタ ー ケ ア が 不 十 分 だ と 思 う  

・ 早 期 発 見 、 情 報 提 供 、 周 知 し て か ら 支 援 に 結 び つ け る ま で が 長 か っ た り ハ ー ド ル が 高 い  

( 支 援 を 希 望 す る 側 と 合 って い ない ) た め タ イ ミ ン グ を 逃 し て い る ケー ス を 多 く 見 て ます  

・ 実 際 に こ ど も の 居 場 所 関 係 で 働 きて い る た め  

・ 行 政 サ ー ビ ス に つ い て の 広 報 が こ ど も の 目 に つ く 媒 体 で は な い 事 。 小 中 学 校 同 士 の 情 報

共 有 機 会 が と て も 少 な い 事 。 ボ ー ル や 携 帯 ゲ ー ム 等 の 条 件 下 に 於 い て そ も そ も 遊 べ る 場

が 少 な い 事  

・ 行 く 手 段 が ない 人 は 、 場 所 が あ って も い け ない の では ない でし ょ う か ？  

・ 経 済 的 な 支 援 は 主 に 親 に 対 し て 行 な っ て い る が 、 使 い 道 に つ い て 疑 問 が あ る 場 合 な ど 、

親 に 対 す る 制 裁 な どの 改 善 が な か なか されて い な い  

・ 機 能 し て い な い ､ と 断 言 で き る ほ ど の も の は 無 い け れ ど も 、 ど れ も 不 十 分 だ と 思 う 。 掬 い

上 げ た 指 の 間 か ら こ ぼ れ て し まう 人 は 必 ずい ま す  

・ 一 問 目 の 答 え と 同 じ 。 ル ー ム に も 入 ら な い 状 態 な の に 、 こ ど も 達 が 安 心 し て 過 ご せ る 場 が

少 ない 。 特 に 雨 で は 場 所 も ない  

・ どれ をと って も 十 分 と は 言 え ず 中 途 半 端 な 印 象 し か ない  

・ こ ども の 居 場 所 は T eT o T e は 良 い が 他 の 児 童 セ ン タ ー は 老 朽 化 し て お り 、 評 判 が い まい

回答数　９７

選択肢（機能していない）　 回答数

相談・支援体制 8 4.8%

経済的支援 9 5.4%

こどもの居場所づくり 6 3.6%

子育て当事者（保護者，支援団体等）支援 6 3.6%

発達支援・障がい児支援 10 6.0%

虐待防止・早期発見 10 6.0%

情報提供・周知 11 6.6%

人材・体制（担い手不足） 15 9.0%

特にない 22 13.2%
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ち 。 経 済 的 支 援 は 親 へ の お 金 だ け で な く 、 こ ど も 達 が 困 ら な い よ う な 本 当 の 支 援 を し て ほ

し い  

・ グ レ ー ゾ ー ン の 子 達 が た く さ ん い る が 、 親 が 放 置 し て い る と し か 思 え な い 。 支 援 機 関 が 周

知 さ れて い ない ？  

 

Q３ .（ 支 援 が利 用 につながりにくい理 由 ）  

支 援 制 度 があって も、必 要 な 家 庭 に 利 用 さ れにくい 理 由 とし て 当 て

はまるものは何 だと思 いますか（ 複 数 回 答 可 ）  

 

上 記 を選 んだ理 由 をお聞 かせください（ 任 意 ）  

・ 発 達 の 心 配 が あ っ て も どこ に 相 談 す れ ば い い か 分 か ら な い と 児 童 セ ン タ ー に 話 し に 来 る 保

護 者 が い る  

・ 情 報 源 と な る 本 や 冊 子 が 市 役 所 や 支 援 セ ン タ ー な ど に あ り 、 す ぐ 見 た い と 思 え る 場 所 に

な い の で 見 ら れ な い 。 相 談 す る こ と に よ り そ の 記 録 が 残 っ て し ま い 心 理 的 に プ ラ イ ベ ー ト な

案 件 が 人 の 目 に さ ら され て しま う 不 安 も あ る の だ と 思 う  

・ 自 分 の こ ど も が 支 援 の 必 要 が あ る こ ど も か 、 認 めた く な い 保 護 者 。 自 分 の 心 理 的 ハ ー ド ル

が 高 い の で は と 感 じ て い る  

・ 小 学 校 勤 務 の 時 、 自 己 肯 定 感 の 低 い 子 が い た 。 そ の 児 童 の 下 の 子 が 障 が い が あ り 、 両 親

は 下 の 子 に か か り き り の 状 態 だ っ た 。 担 任 教 諭 が 3 ・ 4 年 持 ち 上 が り だ ったお か げ で 自 己

肯 定 感 が 上 が っ た が 、 そ の 子 の 親 の よ う に や っ て あ げ た い 気 持 ち は あ っ て も 、 時 間 が な い

な ど ど こ か に 問 題 が あ り 、 そ れ を 丁 寧 に 誰 か が 突 き 詰 め て い か な い と 利 用 に は 至 ら な い の

か なと 感 じ る  

・ 支 援 を 必 要 と し て い る 家 庭 か ら の 声 は な か な か 届 き づ ら い し 、 手 の 差 し 伸 べ 方 も 様 々 だ と  

思 う  

・ 何 か の イ ベ ン ト を 行 っ て も な か な か 伝 わ り に く く 知 ら な か っ た と 言 わ れ る こ と が 多 い 。 い つ

も 利 用 し て い る 場 所 な ら よ い が 、 知 ら な い 場 所 へ 行 く の に は 勇 気 が 必 要 。 各 町 会 や 学 校

な ど 身 近 で 気 軽 に 立 ち 寄 れ る 場 所 で の 開 催 、 そ し て 直 接 知 り 合 い か ら 声 を 掛 け て も ら う

の が 行 っ て み よ うと 思 う 気 持 ち に つ な が る  

・ 安 全 安 心 。 話 し て も 理 解 し て も ら え な い の で は な い か 、 支 援 を 求 め て も 相 手 の 関 心 で 返

され る ので は な い か 、 など 不 安 に 思 っ て しま う  

・ 利 用 す る 前 に も う 少 し 考 え て み よ う と 思 い 支 援 制 度 を 受 け る た め に 動 け な い 、 身 近 に 支

援 を 受 け た 人 が い な い と 実 際 の 話 を 気 軽 に 聞 け な い 、 な ど の 理 由 で ハ ー ド ル が 上 が っ て い

る 。 一 時 預 か り の 受 付 人 数 が 少 な い  

・ 情 報 が 全 て の 家 庭 に 届 い て な い こ と は 保 護 者 の 環 境 な ど で 差 異 が 出 ま す 。 ま た 心 理 的 に

利 用 に ス ト ッ プを か け る 保 護 者 も い る と 思 っ た か らで す  

・ 手 続 き が 分 か り に く い と つ い い い か と 後 回 し に な っ て し ま う の か と 思 う 。 ニ ー ズ が あ っ て い

ない か ら 利 用 に つな が り に くい の か と  

・ 保 護 者 が 若 干 の 知 的 障 害 が あ る な ど 、 理 解 度 が 著 し く 低 い こ と や 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が

取 れ な い 事 に 対 し て の 解 決 策 が ほ ぼ な い 。 保 護 者 と 専 門 家 で は な い 行 政 関 係 者 の 間 に

入 っ て くれ る 専 門 職 の 方 など の 登 用 は ど う か  

・ 誰 か に 相 談 す る こ と が 皆 苦 手 な の か ？ も っ と こ ん な こ と で も 相 談 し て 良 い ん だ お も え る 広

告 や ら 、 実 体 験 が 拡 が れ ば …  

・ 親 御 さ ん に 考 え る 力 が 不 足 し て い る こ と も 多 く 、 支 援 の 必 要 性 を 理 解 し て も ら えな い  

回答数　１８７

選択肢 回答数

支援情報が届いていない 52 21.2%

手続が分かりにくい・煩雑 38 15.5%

利用への心理的ハードル 42 17.1%

支援内容がニーズと合っていない 23 9.4%

関係機関の連携不足 32 13.1%
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・ 行 政 の 手 続 き は 一 般 人 か ら す る と 言 葉 の 表 現 が わ か り づ ら い と 思 う  

・ も っ と 簡 単 に 手 続 き が でき る 方 が い い と 思 っ た か ら  

・ ま ず 、 こ ど も の た め の 支 援 を す る 機 関 が 学 校 関 係 は 沼 南 庁 舎 、 虐 待 や 障 が い 、 こ ど も 相

談 セ ン タ ー は ウ ェ ル ネ ス そ の 他 は 市 役 所 と 離 れ て い る 。 こ れ で は 機 関 の 連 携 と し て い か が

な も の か と 思 う 。 特 に 、 福 祉 と こ ど も 相 談 セ ン タ ー は 連 携 が 必 要 だ と 思 う が ほ とん ど でき て

いな い 。 縦 で は な く 、 横 の つな が り がな さ す ぎ る と 感 じ る  

・ そ の よ う な 機 関 が あ る 事 を 周 知 さ れ て る と は 考 え にく い  

・ 「 う ち は 大 丈 夫 」 と い う 心 理 が あ る の で は ？  

 

Q４ .（ こども・ 保 護 者 の声 の反 映 状 況 ）  

こども・ 若 者 、子 育 て当 事 者 の声 は、現 在 の柏 市 の施 策 に反 映 さ

れていると感 じますか  

 

Q５ . こども施 策 において、もっとも重 要 だと思 う事 項 （ 単 一 回 答 ）  

 

上 記 を選 んだ理 由 をお聞 かせください（ 任 意 ）  

・ こ ど も が 本 音 を 言 え る 場 所 を 作 っ て あ げ た い 、 こ ど も が 元 気 に こ ど も ら し く 育 っ て ほ し い 、  

当 た り 前 の こ と（ 衣 食 住 ） をし て も ら い たい 。 その ために 大 人 が 力 に なって あげ たい と 思 う  

・ こ ども 自 身 が 本 当 に 必 要 と 思 って い る 居 場 所 を 作 って い く こ とが 大 切 だ と 思 い ます  

・ 「 自 分 を 大 切 に 思 っ て も ら え る 体 験 を し て い る 子 」 は 他 者 に も 同 じ こ と を で き る と 思 う か

ら  

・ 遊 び の 中 で す べ て の 内 容 を 含 め る こ と が で き る （ 例 ： お 祭 り イ ベ ン ト  小 学 生 ス タ ッ フ の 意

見 を 取 り 上 げ 実 行 （ 中 高 生 の 見 守 り ） イ ベ ン ト の 中 に こ ど も 食 堂 や 簡 単 ク ッ キ ン グ な ど を  

回答数　４１

選択肢 回答数

十分反映されている 0 0.0%

ある程度反映されている 31 12.7%

あまり反映されていない 9 3.7%

ほとんど反映されていない 1 0.4%

反映されていない 0 0.0%

合計 41

回答数　２１

選択肢 回答数

こども・若者の権利に関する意識醸成 5 2.0%

多様な遊び，体験等の機会の創出 3 1.2%

切れ目ない保健，医療の提供 6 2.4%

こどもの貧困対策 6 2.4%

障がい児等支援 1 0.4%

児童虐待防止対策，ヤングケアラーへの支援等 7 2.9%

こどもの貧困対策安全・安心に関する取組 18 7.3%

若者支援 4 1.6%

こどもの居場所づくり 8 3.3%
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盛 り 込 む （ 貧 困 対 策 ） 当 日 は 障 が い の ある 子 も 幼 児 親 子 も 含 め 楽 し く 遊 ぶ ）  

・ い く ら 周 囲 が こ ど も を 支 援 し よ う と し て も こ ど も の 間 は 家 庭 で の ル ー ル 、 常 識 が 絶 対 な と

こ ろ が 強 い 。 保 護 者 の こ ど も に 対 す る 意 識 へ の 働 き か け が 大 変 で あ る が 一 番 効 果 が あ る

と思 う  

・ 子 育 て 世 代 に お い て の 貧 困 状 況 を 耳 に す る と 健 全 な 育 成 に は 最 も 必 要 な こ と と と 考 え

た た め  

・ 聴 く 耳 を 持 って い る 支 援 者  

・ こ ど も が 被 害 者 に な る と そ の こ ど も が 大 人 に な っ た 時 に 負 の 連 鎖 が 起 こ っ て し ま い が ち な

の で  

・ 児 童 虐 待 は 面 前 D V （ 夫 婦 喧 嘩 な ど） や ヤ ン グ ケア ラ ー などが ある の で は と 思 う の で S OS

を出 し に く い 所 へ の 支 援 が 重 要 と 考 え る  

・ 幼 少 期 の 記 憶 や 体 験 は 大 人 に な って か ら も 影 響 が 出 る と 思 わ れる か ら  

・ 保 護 者 に お 金 を 渡 せ ば 解 決 す る か ､ と 言 わ れ れ ば 、 否 ､ で は あ る が ､ こ ど も に は ど う す る 事

も でき ない の で。 経 済 的 格 差 の 問 題 は 、 切 なく な る 事 が 多 い  

・ 柏 市 は 部 活 が 外 部 移 行 に な り 、 1 番 沢 山 の 事 を 吸 収 す る 年 代 な の に そ れ が 出 来 ず に 高

校 の 選 択 肢 が わ か ら な い と 保 護 者 の 話 を 良 く 聞 き ま す 。 部 活 だ と 保 護 者 負 担 も 多 く な か

っ た が 外 部 だ と 負 担 が 大 き く でき ない と  

・ 日 ご ろ か ら 子 育 て を し て い る 方 々 の 悩 み 等 を 聞 い て 、 相 談 で き る 場 所 や 人 材 が 必 要 だ な

ぁ と 感 じ て い る た め  

・ 自 分 の 権 利 を 意 識 さ せ る 為 に は 支 援 が ある 事 が 前 提 で あ り 、 周 知 させ る 為 の 取 り 組 み が

必 然 と なる た め  

・ 児 相 へ の 一 時 保 護 に 関 し て 、 相 当 な 悲 惨 な 状 態 に な ら な い と そ れ に な ら な い の で 、 そこ に  

至 る ま での 詳 細 な 調 査 な ど、 迅 速 に し て ほ し い  

・ 今 の 一 般 的 な 家 庭 は 両 親 共 働 き で そ こ そ こ お 金 に 余 裕 が あ り 、 放 課 後 、 休 日 は 習 い 事

長 期 休 み に は 旅 行 と 様 々 な 体 験 す る き か い に は 恵 ま れ て い る 親 も ネ ッ ト な ど で 様 々 な 情

報 を 仕 入 れ 、 遊 び 場 所 や 病 院 な ど 調 べ て 行 く こ と が で きる 。 そ れに 取 り 残 さ れた 家 庭 が 虐

待 な ど を 行 い 、 こ ど も 達 が 孤 立 す る 事 に 繋 が っ て い る 。 虐 待 さ れ て 育 っ た 子 達 は ど う い う

家 庭 が 普 通 な の か 、 ど ん な 育 児 が 良 い の か も わ か ら ず 、 寂 し い が 故 に は や く か ら 家 庭 を 持

ち 、 ま た 虐 待 の 連 鎖 が 始 ま る 。 そ こ を 断 ち 切 る た め に は や く か ら 、 そ う い う 家 庭 を み つ け 、

支 援 をし て い く 必 要 が あ る と 感 じ る  

・ 虐 待 は 暴 力 だ け で なく 精 神 的 な も の や 、 ネ グ レ ク ト ま で 幅 が 広 い です  

 こ ど も ( 当 事 者 ) は 声 を 発 し ま せ ん の で 、 そ ち ら に 周 り が 気 づ い て あ げ ら れ る 体 制 が も っ と

も 重 要 だ と 考 え ます  

・ 安 心 が 個 人 の 自 信 や 肯 定 に つ なが る 。 自 立 し た 大 人 に なる た めの 基 礎  

・ コ ン プ ラ イ ア ン ス 的 に 、 問 題 の ご 家 庭 に 入 り き れ な い 状 況 が 多 々 あ り 対 応 が 遅 れ て し ま う

と思 う  

・ こ ど も の 貧 困 に 目 を 向 け る こ と で 虐 待 が 防 げ た り 、 第 三 者 の 大 人 が こ ど も の 困 り ご と に

気 付 け たり も す る と 思 う の で  

 

Q６ .日 々の活 動 を通 じて感 じていることや、柏 市 のこども施 策 について

考 えること等 ご意 見 をお聞 かせください。  

・ 要 対 協 の ご 家 庭 を 丁 寧 に ケ ア す る こ との 重 要 性 も 承 知 し て い ま す が 、 要 対 協 リ ス ト に 入 っ

て い な い 、 ボ ー ダ ー ラ イ ン 上 に い る ご 家 庭 や 危 う い ご 家 庭 に つ い て 、 状 況 が そ れ 以 上 悪 化

し な い よ う に す る 為 に 、 も っ と 動 い て い た だ き た い と 感 じ る こ と が 多 々 あ り ま す 。 現 場 の

方 々 は 担 当 す る 件 数 が 多 く ご 多 忙 なの も 承 知 し て い ます が 、 歯 痒 い 思 い をす る こ とも 多 い

で す  

・ 日 々 の 活 動 を 通 じ て 、 市 や 学 校 な ど と 情 報 共 有 の 大 切 さ や 相 談 し て い って 支 援 に 繋 げ る

こ との 難 し さ も 感 じ なが ら 活 動 し て い ます  

・ 東 京 都 な どに 比 べ る と 施 策 が 貧 弱 す ぎ て とて も 支 援 をし て い る とは 思 い に く い 。 また 支 援

活 動 の 問 題 点 な ど を 市 の どこ に 相 談 し たら 良 い の か ？ が 非 常 に 分 か り に く く 、 も っ と 柔 軟

に 対 応 し なけ れ ば 充 実 し た 支 援 に 結 び つか ない と 思 う  

・ 地 域 の 見 守 り 等 日 頃 生 活 を し て い る 我 々 に も う 少 し 色 々 振 っ て い た だ け たら 何 か 協 力 で

きる か と 思 い ます  

・ 第 ２ 期 ま で 参 加 を し て い た こ の 『 柏 市 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 』 に 第 ３ 期 か ら 主 任 児 童 委 員

が 外 さ れ て し ま っ た こ と 、 非 常 に 残 念 に 思 い ま す 。 こ ち ら は 今 回 の 全 体 会 に 集 ま っ て い る

市 内 の 主 任 児 童 委 員 だ け で なく 、 そ れぞ れが それ ぞ れの 地 区 に て 地 区 民 生 委 員 に も 会 議
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内 容 を 共 有 し て お り 私 た ち の 活 動 に お い て は 非 常 に 有 効 な 情 報 源 で し た 。 こ ち ら の 会 議

は 2 年 任 期 で 現 在 半 分 を 経 過 し て い る との こ と、 学 校 関 係 者 で まだ 一 度 も 参 加 をし て い

な い 選 考 メ ン バ ー が い る と の 話 を さ れ て お り ま し た が 、 選 考 の 仕 方 を 検 討 さ れ た 方 が 良 い

か と 思 い ます 。 大 人 の 2 年 と こ ども の 2 年 は か な り ち が い ます 。 対 象 の 『 こ ども 』 と 常 に 接

し て い る 現 場 で 活 動 し て い る 方 を 是 非 メ ン バ ー に 入 れ て 欲 し い も の で す 。 引 き 続 き よ ろ し

く お願 い し ま す 。 あり が と う ご ざ い まし た  

・ 人 の 話 を 聞 け ない こ ど も が ふえ て い る ？  

・ 新 任 の ため 具 体 的 に 感 じ る こ とは まだ 無 い です が 、P TA をは じ め こ ども 達 が 関 連 す る ボ ラ

ン テ ィ ア 団 体 が 弱 体 化 し て い く 中 で 、 行 政 と し て の 各 団 体 の 情 報 発 信 を も っ と や っ て も い

い の では と 思 い ます  

・ 手 賀 地 区 は 、 こ ど も の 数 が 、 著 し く 減 っ て い る 、 こ の ま ま で は 、 過 疎 地 区 に な っ て し ま う と

感 じ る  

・ 主 任 児 童 委 員 の 存 在 が 学 校 の 先 生 た ち や 地 域 の 方 に よ く 知 ら れて い な い 事 が あり ま す 。

また 、 支 援 が 必 要 な 子 が い て も 学 校 に よ って は そ の 学 校 内 で お さめて 情 報 が 降 り て こ ない

こ とも あり ま す 。 多 く の 機 関 が 連 携 で きる し っか り とし た 連 携 が 必 要 だ と 思 い ます  

・ 主 任 児 童 委 員 と し て こ ど も た ち に 接 し て い る と ､ 自 分 で は ど う す る こ と も で き な い 事 が 多

く ､ い っ そ 知 ら な い 方 が よ か っ た､ と 思 っ て し ま う 事 も し ば し ば あ り ます 。 柏 市 が 個 々 の 事 例

に 対 し て い ち い ち 対 応 す る の は 無 理 と 思 い ま す が 、 掬 い 上 げ た 指 の 間 か ら こ ぼ れ て し ま う

こ ども が 少 し でも 減 る よ う な 施 策 を お 願 い し ます  

・ 私 自 身 が 理 解 できて い ませ ん  

・ 施 策 そ の も の は 勿 論 重 要 だ と 認 識 し て い る が 、 も っ と 情 報 提 供 の た めに 居 住 区 の 自 治 会

や 各 種 協 議 会 、 学 校 で の 授 業 時 間 等 を 活 用 す る べ きだ と 感 じ て い ま す  

・ こ ど も た ち は あ っ と い う 間 に 成 長 し て い き ま す 。 親 御 さ ん へ の 教 育 や 指 導 を し な け れ ば 、 ま

た 同 じ よ う な 大 人 が 増 え て し ま う こ と が も どか し い と 感 じ ま す 。 大 き な ト ラ ブ ル が なけ れ ば 、

第 三 者 の 大 人 が コ ン タ ク ト を 取 り づ ら い 、 気 付 き に くい とい う の が 現 状 で す  

・ 経 済 的 困 窮 が 保 護 者 の 心 の 余 裕 を 無 く し て い る こ と に よ っ て 、 こ ど も に も 悪 影 響 を 与 え

て し ま っ て い る こ と が 問 題 だ と 思 う 。 将 来 を 担 う こ ど も を 大 切 に し て い か な け れ ば な ら な い

と改 め て 思 っ た  

・ 学 校 な ど 通 学 し て い る と 先 生 か ら も こ ど も の 様 子 な ど を 見 て も ら え る が 、 不 登 校 の こ ど も

た ち は 様 子 を 見 る こ と も 出 来 な い の で 心 配 だ と 思 う 。 学 校 で な く て も 支 援 ( 居 場 所 ) な ど

の 場 所 へ 来 て く れ た り す る と ど う い う こ と で 困 っ て い る か も 話 す こ と が で き た り す る の で 地

域 で の 居 場 所 作 り 、 イ ベ ン ト な ど を し て そ の こ と を 周 知 で き る よ う に し て い き た い と 思 い ま

す 。 私 の 情 報 不 足 か も し れ ま せ ん が 、 市 内 で こ ど も 食 堂 を 実 施 し て い る と こ ろ が 少 な い と

思 う の で 行 政 か ら 各 地 域 ( 地 区 ) 単 位 な ど に 支 援 し て も ら え る と 実 施 で き る と こ ろ が 増 え

る の では ない か と 思 い ま す  
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Q１ .あなたの学 年 を教 えてください  

 

Q２ .「 柏 市 こども若 者 計 画  こども版 」 を読 んで、内 容 はわかりました

か？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校１年生

331名

5.6%

小学校２年生

709名

11.9%

小学校３年生

808名

13.6%

小学校４年生

596名

10.0%小学校５年生

884名

14.9%

小学校６年生

708名

11.9%

中学校１年生

712名

12.0%

中学校２年生

689名

11.6%

中学校３年生

505名

8.5%

小学生

4,036名

67.9%

中学生

1,906名

32.1%

市 立 小 学 校 及 び中 学 校 に在 籍 する全 学 年 の児 童 生 徒 を対 象 に実 施

した Web アンケート（ 令 和 ８ 年 （ ２ ０ ２ ６ 年 ） ７ 月 ８ 日 ～ ７ 月 22 日 ）  

10.57%

31.31%

24.50%

23.83%

21.27%

25.14%

30.34%

20.17%

31.29%

24.84%

39.27%

34.13%

40.35%

51.51%

52.83%

55.79%

56.88%

59.07%

56.04%

49.85%

36.25%

23.55%

22.28%

14.09%

14.82%

10.88%

9.83%

13.35%

8.71%

16.24%

13.60%

11.00%

12.87%

10.57%

11.09%

8.19%

2.95%

7.40%

3.96%

9.05%

0.30%

0.02%

小学校１年生

小学校２年生

小学校３年生

小学校４年生

小学校５年生

小学校６年生

中学校１年生

中学校２年生

中学校３年生

全学年

よくわかった わかった 少しわかりにくかった わかりにくかった 未回答
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Q３ . 柏 市 では、これからもずっと、みなさんの意 見 を聞 いていきたいと

考 えています。どんな方 法 で聞 かれたら、あなたが思 っていることを

柏 市 に伝 えやすいですか（ 複 数 回 答 可 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「 特 に な し 」 や 回 答 内 容 が 不 明 瞭 で 意 見 と し て 判 別 で き な い も の （ 例 ： 「 あ あ あ あ 」 ） 等

は ， 有 効 回 答 数 に 含 め て い ま せ ん 。  

 

 

 

 

 

  

3,648名[61.4%]

1,862名[31.34%]

1,551名[26.11%]

738名[12.43%]

1,470名[24.74%]

455名[7.66%]

1,266名[21.31%]

506名[8.52%]

43名[0.73%]

ウェブアンケート

（学校から貸与されているタブレット端末（た

んまつ）にアンケートが届く）

学校でアンケート用紙が配られ、後日回収す

る

グループワーク

（６人程度のグループに分かれて、テーマに

そって思っていることを話し合う）

学校や市の施設に投書箱を設置する

柏市ホームページから、いつでも回答できる

（意見を言いたいときに言うことができる環

境がある）

柏市の職員からインタビューを受ける

ネットなどで個人が特定されないかたち

全員に聞いていることだとしても、自分の意

見を言いたくない

その他 n=5,942名
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Q ４ . み ん な が 安 心 し て 過 ご せ る 場 所 は ど んな 場 所 で す か 。 （ 複 数 回 答

可 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「 特 に な し 」 や 回 答 内 容 が 不 明 瞭 で 意 見 と し て 判 別 で き な い も の （ 例 ： 「 あ あ あ あ 」 ） 等

は ， 有 効 回 答 数 に 含 め て い ま せ ん 。  

 

 

  

2,249名[37.85%]

4,144名[69.75%]

2,112名[35.55%]

2,375名[39.97%]

3,399名[57.21%]

1,944名[32.72%]

948名[15.96%]

1,767名[29.74%]

913名[15.37%]

3,363名[56.6%]

88名[1.49%]

99名[1.67%]

仕事や勉強ができる

友だちとおしゃべりができる

１人で静かに過ごせる

安全・安心に相談できる

遊べる・運動ができる

インターネット等ができる

地域の人と交流ができる

同世代が集まる

多世代が使える

自宅

ない

その他 n=5,942名
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Q５ . 困 ったことや悲 しいことがあったときの相 談 先 について、教 えてく

ださい。対 面 と非 対 面 ではどちらの 方 が相 談 しやすいですか。 （ 複

数 回 答 可 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「 その他 」 記 載 内 容 （ 原 文 ママ， 全 回 答 から一 部 抜 粋 ）  

 

 

Q６ . 困 ったり悲 しいことがあったときに「 相 談 したい」 と思 う人 をすべ

て選 んでください（ 複 数 回 答 可 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「 特 に な し 」 や 回 答 内 容 が 不 明 瞭 で 意 見 と し て 判 別 で き な い も の （ 例 ： 「 あ あ あ あ 」 ） 等

は ， 有 効 回 答 数 に 含 め て い ま せ ん 。  

85.50%

79.55%

69.43%

43.79%

33.71%

32.63%

36.66%

40.78%

45.15%

49.95%

14.20%

20.31%

30.57%

56.21%

66.29%

67.37%

63.34%

59.22%

54.85%

50.02%

0.30%

0.14%

0.03%

小学校１年生

小学校２年生

小学校３年生

小学校４年生

小学校５年生

小学校６年生

中学校１年生

中学校２年生

中学校３年生

全学年

対面

（直接顔を合わせて相談したい）

非対面

（直接顔を合わせずに相談したい）

未回答

4,203名

[70.74%]

1,241名

[20.89%]

3,172名

[53.39%]

2,114名

[35.58%]

885名[14.9%]

425名[7.16%]

226名[3.81%]

保護者（父・母・祖

父母など）

兄弟姉妹

友だち

学校の先生

スクールカウンセ

ラーなどの専門家

インターネットや

SNS上の知り合い

その他
n=5,942名
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Q７ .  「 柏 市 でこんなことをやってみたい」 、「 柏 市 がこうなればいいな」

と思 うことがあれば教 えてください。（ 自 由 記 載 ）  

回 答 数  

学 年  有 効 回 答 数 ※  

小 学 １ 年 生  112  

小 学 ２ 年 生  134  

小 学 ３ 年 生  359  

小 学 ４ 年 生  387  

小 学 ５ 年 生  511  

小 学 ６ 年 生  439 

中 学 １ 年 生  314  

中 学 ２ 年 生  231 

中 学 ３ 年 生  184 

全 学 年  2 ,671 

※ 「 特 に な し 」 や 回 答 内 容 が 不 明 瞭 で 意 見 と し て 判 別 で き な い も の （ 例 ： 「 あ あ あ あ 」 ） 等

は ， 有 効 回 答 数 に 含 め て い ま せ ん 。  

※ 自 由 記 入 欄 に お け る 回 答 の 詳 細 は ， 二 次 元 バ ー コ ー ド 先 の 「 市 内 小 中 学 生 に 対 す る ，

柏 市 こ ども 若 者 計 画 こ ども 版 （ 案 ） に 関 す る ア ン ケー ト 調 査 結 果 」 か ら ご 確 認 い ただ け ま

す 。  
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柏市子ども・ 子育て会議委員名簿       （ 令 和 ８年 ８月 ２ １ 日時点 ）  

氏名 （敬称略 ）  職 ・所属等  

青  木  真  理  柏市 PTA 連絡協議会副会長  

荒  井  真  彦  柏市青少年健全育成推進連絡協議会会長  

榎  本  壽味子  柏市民健康づくり推進員連絡協議会  

大  塚  紫  乃  江戸川大学  

岡  田    剛  柏市医師会理事  

奥  倉  徳  士  
（ ～ R8 .5 . 15 ）  

柏市私立認可保育園協議会事務局長  

戸  巻    聖  
（ R8 .5 . 16～ ）  

柏市私立認可保育園協議会会長  

小  塚  有規子  
社会福祉法人青葉会  児童発達支援センター  

リトルペガサス  前施設長  

柴  田  陽  向  公募委員  

高  田  竜  成  公募委員  

平  山  彩  乃  
（ ～ R8 .5 . 15 ）  

柏市立富勢保育園父母の会会長  

北  村  寛  永  
（ R8 .5 . 16～ ）  

柏市立東中新宿保育園父母の会会長  

廣  松  雪  子  
（ ～ R8 .5 . 15 ）  

柏市私立幼稚園協会  

吉  田    功  
（ R8 .5 . 16～ ）  

柏市私立幼稚園協会会長  

福  原  久  雄  柏市小中学校校長会副会長  

宮  山    仁  公募委員  

渡  邊  祐  一  柏市認定こども園協議会副会長  

(◎： 会長  ○：副会長 )  

※任期 ：令和 ７年 ９月 1 日から令和９年 ８月 ３ １日まで  

委 員 名 簿  ２  

○  

◎  
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